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久保田加代さん

世界アルツハイマー月間

令和3年度鬼北町財政状況の公表
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11月November鬼のまち くらしのカレンダー

人口と世帯数
人　口     9,610 人　 （－  4）
男　性　　4,497 人　 （－  1）
女　性　　5,113 人　 （－  3）
世帯数　　4,887 世帯 （－  4）

9月30日現在

※(   ) は前月比です。

　９月21日は「世界アルツハイマー
デー」。この日に合わせ、鬼王丸と柚鬼
媛が、認知症支援の色であるオレンジ
色にライトアップされました。
　高齢化の進展とともに、認知症患者
数も増加しています。認知症になって
も安心して暮らせる社会実現のため
に、ご協力をお願いいたします。

今月の表紙

…人権・心配ごと・行政相談　　…古紙回収日
…ペットボトル回収日　　…犬・ねこ引取日
…ブライアンとニコールの英会話教室

人
P
英

犬
古

※健康診査・胃・大腸・前立腺・肝炎

健康診査・がん検診等
日 医院名・電話番号

休日当番医

加藤整形外科☎22-7111
吉田内科泌尿器科医院☎25-1330
市立宇和島病院小児科☎25-1111
小川クリニック☎23-3599
笹岡内科☎24-3886
市立宇和島病院小児科☎25-1111
しませ医院☎27-1888
わたなべハートクリニック☎25-1717
市立宇和島病院小児科☎25-1111

上甲外科クリニック☎25-5811
町立北宇和病院☎45-3400
こおり小児科☎24-5633

ますだクリニック☎23-6611
沖内科クリニック☎25-3335
上田小児科☎25-0100

鎌野病院☎24-6611
市立吉田病院☎52-0611
市立宇和島病院小児科☎25-1111
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PICK UP

問 企画振興課　地域活力創出係　内線2214

「鬼北町プレミアム付商品券」を販売します！
鬼北町では、新型コロナウイルス感染症および物価高騰の影響によって落ち込んだ地域経済を下支え
し、町内の消費喚起を図るため、本年度第２弾となるプレミアム付商品券を発行します。

■鬼北町プレミアム付商品券の概要
　①購入対象者
　　　○令和４年 11 月１日時点で鬼北町の住民基本台帳に登録されている方　　　　　　　　　　　
　　　　
　②販売価格
　　　○１セット１万円分を５千円で販売（１００％プレミアム付）
　　　○セット内訳

・共通券（登録店舗全店で使用可能な商品券５千円分、５００円券×１０枚）
・限定券（フジ広見店、ダイレックス広見店を除く登録店舗で使用可能な商品券５千円分、
５００円券×１０枚）

　③販売予定数量　　９，７００セット

■購入引換券について
　　　○ 11 月中旬に世帯主宛に購入引換券（１枚）を簡易書留で発送します。
　　　※購入引換券の転売や譲渡は行わないでください。

■商品券の購入方法について
　　　○現金、購入引換券を持参の上、下記の「販売窓口一覧」で購入してください。
　　　○世帯人数１人につき１セットまで必ず購入できます。

■商品券の販売期間について
　　　○販売期間　令和４年 12 月１日（木）～令和５年１月 31 日（火）

■商品券の利用可能期間について
　　　○利用可能期間　令和４年 12 月１日（木）～ 令和５年１月 31 日（火）
　　　○町内の登録店舗で利用できます。

■販売窓口一覧　

販　売　窓　口 販　売　時　間
広 見 郵 便 局

午前９時～午後５時まで（12/31 ～ 1/3、土、日、祝日を除く）
下大野郵便局
日 吉 郵 便 局
清 水 郵 便 局
泉 郵 便 局

父野川郵便局 午前９時～正午、午後１時～午後５時まで（12/31 ～ 1/3、土、日、
祝日を除く）

　　　※三島簡易郵便局では取り扱っていません。
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議
　
案

●
鬼
北
町
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
鬼
北
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
鬼
北
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

●
鬼
北
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
鬼
北
町
用
品
調
達
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
鬼
北
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
鬼
北
町
公
共
浄
化
槽
等
整
備

推
進
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
鬼
北
町
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
鬼
北
町
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計
決
算

の
認
定
及
び
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
鬼
北
町
病
院
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
公
共
浄
化
槽
等
整
備

推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

同
　
意

●
鬼
北
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

諮
　
問

●
鬼
北
町
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

一
　 

　
般
　 

　
質
　 

　
問

◆
程
　
内
　
　
　
覺
　
議
員

【
農
家
支
援
策
に
つ
い
て
】

問
資
材
や
肥
料
、
飼
料
の
物
価
高
に
対
し
て
、

行
政
か
ら
の
支
援
策
は
あ
る
か
。

答
肥
料
や
飼
料
及
び
燃
料
な
ど
の
価
格
高
騰

に
よ
る
農
業
経
営
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、
生

産
者
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、
米
、
果
樹
、

野
菜
農
家
や
施
設
園
芸
な
ど
の
生
産
者
及
び

畜
産
農
家
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
今
回
の
第

３
号
補
正
予
算
に
、「
肥
料
価
格
等
高
騰
緊

急
対
策
事
業
費
補
助
金
」
を
計
上
し
て
い
る
。

　

内
容
は
、
米
生
産
者
で
、
10
ア
ー
ル
以
上

作
付
し
て
い
る
農
家
に
対
し
、
10
ア
ー
ル
当

た
り
４
千
円
、
総
額
で
２
，
２
０
０
万
円
を

補
助
す
る
ほ
か
、
野
菜
、
果
樹
の
生
産
者

で
、
販
売
額
が
15
万
円
以
上
の
農
家
に
は
、

肥
料
価
格
の
値
上
が
り
相
当
分
を
補
助
す
る

こ
と
と
し
て
、
事
業
費
５
２
０
万
円
、
施
設

園
芸
な
ど
の
生
産
者
で
、
販
売
額
が
15
万
円

以
上
の
生
産
者
に
は
、
燃
料
価
格
の
上
り
幅

相
当
分
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
、
事
業
費

２
８
０
万
円
、
ま
た
、
畜
産
農
家
に
つ
い
て

は
、
飼
料
の
価
格
値
上
が
り
相
当
分
の
３
分

の
１
以
内
の
補
助
を
す
る
こ
と
と
し
て
、
事

業
費
１
，
２
４
４
万
９
千
円
を
計
上
し
、
全

体
事
業
費
で
、
４
，
２
４
４
万
９
千
円
の
農

家
支
援
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

問
米
価
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
か
ら
令

和
４
年
に
か
け
て
、
30
キ
ロ
当
た
り
約
１
，

２
５
０
円
余
り
下
落
し
、
厳
し
い
環
境
と

な
っ
て
い
る
。
米
価
に
つ
い
て
も
、
支
援
し

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
米
生
産
者
で
、
10
ア
ー
ル
以
上
作
付
し
て

い
る
農
家
に
対
し
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
４
千

円
の
補
助
を
予
定
し
て
お
り
、
物
価
高
騰
に

対
す
る
支
援
策
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た

い
。

【
森
の
三
角
ぼ
う
し
に
つ
い
て
】

問
設
立
か
ら
24
年
経
過
し
て
、
交
通
事
情
の

変
化
、
ま
た
車
両
の
大
型
化
も
あ
り
駐
車
場

に
お
い
て
手
狭
な
感
が
あ
る
。
南
予
森
林
組

合
事
務
所
跡
地
も
購
入
し
拡
張
工
事
も
可
能

か
と
考
え
る
が
、
拡
張
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
や
年
末
年
始
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
等
の
来
客
数
が
多
い
時
に

は
、
駐
車
場
が
手
狭
と
な
り
、
お
客
様
に
ご

不
便
を
か
け
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
、
承
知

し
て
い
る
。

　
「
森
の
三
角
ぼ
う
し
」
は
、
開
業
し
て
か

ら
24
年
が
経
過
し
、
施
設
の
大
規
模
改
修
が

必
要
な
時
期
が
来
て
い
る
が
、
現
在
、
町
内

に
あ
る
も
う
一
つ
の
道
の
駅
「
日
吉
夢
産
地
」

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
た
め
の
大
規

模
改
修
に
か
か
る
業
務
を
進
め
て
お
り
、
そ

の
業
務
の
目
処
が
立
て
ば
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
入
れ
て
、
大
規
模
改
修
と
合
わ
せ
て
、

拡
張
工
事
に
つ
い
て
も
協
議
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
物
販
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
、
バ
イ
カ
ー
の
宿
泊
施
設
、
子
供
た
ち
と

ペ
ッ
ト
が
遊
べ
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
等
、
再

開
発
に
町
民
も
期
待
し
て
い
る
。
近
永
駅
周

辺
だ
け
で
な
く
三
角
ぼ
う
し
周
辺
も
再
整
備

し
交
流
人
口
増
や
住
民
福
祉
向
上
を
図
れ
な

い
か
。

答
現
在
の
「
森
の
三
角
ぼ
う
し
」
は
、
予
土

線
と
国
道
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
位
置
し
て
お

り
、
敷
地
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
観
光
・

交
流
施
設
等
の
道
の
駅
周
辺
へ
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
計
画
し
て
い
な
い
。

　

今
後
、
大
規
模
改
修
及
び
駐
車
場
拡
張
工

事
に
つ
い
て
の
協
議
、
検
討
を
進
め
る
予
定

と
し
て
お
り
、
森
林
組
合
旧
事
務
所
跡
地
の

一
体
活
用
を
予
定
す
る
中
、
限
ら
れ
た
敷
地

に
お
い
て
、
ご
提
案
の
交
流
人
口
の
拡
大
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
繋
が
る
施
設
併
設
の
可

能
性
に
つ
い
て
も
、
大
規
模
改
修
工
事
等
の

協
議
に
併
せ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
Ｊ
Ｒ
近
永
駅
に
つ
い
て
】

問
鬼
北
町
に
は
現
在
無
い
、
鬼
北
町
観
光
協

会
を
立
ち
上
げ
、
計
画
さ
れ
て
い
る
近
永
駅

舎
内
で
運
営
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
鬼
北
町
に
お
い
て
は
、
観
光
協
会
な
ど
観

光
振
興
に
資
す
る
観
光
事
業
者
等
が
無
く
、

町
内
観
光
産
業
の
発
展
、
地
域
経
済
や
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
る
上
で
、
観
光
事
業
者
は

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
設
立
は
急
務
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
設
立
の
準
備
に
向
け
、
県
内
地

域
商
社
や
予
土
線
沿
線
市
町
で
構
成
す
る

「
予
土
線
利
用
促
進
対
策
協
議
会
」
の
観
光

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
、
現
在
、
複
数
の
専
門

家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
鬼
北
町
に
お
け
る
設
立
組
織
の

在
り
方
や
、
設
立
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
専

門
家
の
意
見
も
参
考
に
、
今
後
、
協
議
、
検

討
を
進
め
、
事
務
所
の
所
在
等
に
つ
い
て
も
、

設
立
協
議
の
中
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
当
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
、
観
光
に
関

す
る
資
料
、
お
知
ら
せ
が
他
町
と
比
較
す
る

と
弱
く
感
じ
る
。
予
土
線
沿
線
ま
た
、
町
内

全
域
で
も
っ
と
発
信
し
、
観
光
行
政
に
力
入

れ
で
き
な
い
か
。

答
今
年
度
、
鬼
北
町
で
は
、
地
域
に
お
け
る

観
光
行
政
に
つ
い
て
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

等
を
専
門
と
さ
れ
て
い
る
東
京
の
大
手
企
業

か
ら
、
専
門
社
員
を
派
遣
い
た
だ
き
、
町
内

観
光
資
源
の
把
握
や
、
整
理
、
情
報
発
信
等

に
つ
い
て
検
証
、
検
討
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

検
証
結
果
に
お
け
る
企
業
提
案
や
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
踏
ま
え
た
上
で
、
来
年
度
中
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
反
映
し
、
観
光
情
報
の
充
実
、
町
内
観

光
資
源
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
。

鬼
北
町
議
会　
月
定
例
会

９

　

第
３
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
は
９
月
12
、
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
で

は
議
案
20
件
、
同
意
１
件
、
諮
問
１
件
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
案
件
に
つ
い
て

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
】

問
当
町
病
院
で
の
、
医
療
ひ
っ
迫
は
起
こ
っ

て
い
な
い
か
。

答
本
町
に
お
い
て
も
、
８
月
の
感
染
者
数
が

２
５
０
人
に
達
し
て
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
を
踏
ま
え
、
町
内
に
あ
る
10
カ
所
の
医
療

機
関
に
対
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
る
、
医
療
現
場
の
状
況
等

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
た
結
果
、
９

カ
所
の
医
療
機
関
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

　
「
あ
な
た
の
医
療
機
関
で
、
現
在
、
医
療

ひ
っ
迫
は
起
こ
っ
て
い
ま
す
か
」
と
の
設
問

に
対
し
て
、
２
つ
の
医
療
機
関
が
「
は
い
」

と
の
回
答
で
あ
り
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、

「
発
熱
外
来
対
応
に
よ
る
、
外
来
の
通
常
診

療
の
遅
れ
」、「
宇
和
島
保
健
所
か
ら
の
依
頼

に
よ
る
自
宅
療
養
者
の
健
康
観
察
の
増
加
」、

「
陽
性
や
濃
厚
接
触
者
と
な
る
医
療
従
事
者

発
生
に
よ
る
人
員
不
足
」
等
の
ひ
っ
迫
状
況

を
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

　

町
内
に
お
い
て
も
、
連
日
５
名
〜
10
名
程

度
の
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
深
刻
な
感
染
状
況
、
そ
し
て
、
医

療
現
場
の
危
機
的
な
状
況
を
強
く
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
改
め
て
一
人
ひ
と
り
が
感
染
リ

ス
ク
を
避
け
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
を

守
る
と
と
も
に
、
医
療
危
機
を
回
避
す
る
た

め
に
、
必
要
な
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
濃
厚
接
触
者

ま
た
は
感
染
者
の
待
機
期
間
は
、
現
在
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
濃
厚
接
触
者
の
待
機
期
間
は
、
陽
性
者
と

の
最
終
接
触
日
を
０
日
と
し
て
５
日
間
で
あ

る
。
た
だ
し
、
社
会
機
能
維
持
者
で
あ
る
か

否
か
に
関
わ
ら
ず
、
２
日
目
及
び
３
日
目
の

自
主
検
査
（
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
に
よ
る

検
査
）
で
陰
性
を
確
認
し
た
場
合
は
、
３
日

目
か
ら
解
除
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
感
染
者
の
自
宅
で
の
療
養
期
間
は
、

こ
れ
ま
で
は
、
原
則
と
し
て
10
日
間
で
あ
っ

た
が
、
国
は
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
へ
の
新
た

な
段
階
へ
の
移
行
を
含
め
て
、
社
会
経
済
活

動
と
の
両
立
を
強
化
す
る
。」
と
し
て
、
９

月
７
日
か
ら
、
原
則
、
発
症
し
た
日
を
０
日

と
し
て
、
７
日
間
に
短
縮
し
た
。
ま
た
、
無

症
状
の
方
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
、
７

日
間
で
あ
っ
た
が
、
検
体
を
採
取
し
た
日
を

０
日
と
し
て
、
検
査
で
陰
性
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、
５
日
間
で
解
除
可
能
と
な
っ
た
。

問
感
染
確
認
さ
れ
た
場
合
、
経
済
的
に
困
窮

し
、
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
る
が
、

支
援
策
は
な
い
の
か
。

答
現
在
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
生
活
と
雇

用
を
支
え
る
た
め
の
様
々
な
支
援
策
を
掲
げ

て
い
る
。「
傷
病
手
当
金
」、「
雇
用
調
整
助

成
金
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
休
業
支
援
金
・
給
付
金
」
の
支
給
な
ど
、

生
活
費
や
事
業
資
金
に
お
困
り
の
方
や
、
感

染
に
よ
り
仕
事
が
減
少
し
た
方
、
仕
事
を
お

探
し
の
方
や
子
ど
も
の
世
話
が
必
要
で
就
業

で
き
な
か
っ
た
方
な
ど
、
働
く
方
の
み
な
ら

ず
、
国
民
の
皆
さ
ま
全
体
の
支
援
策
と
し
て
、

25
の
メ
ニ
ュ
ー
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
患
し
、
仕
事
を

休
ん
だ
り
、
休
業
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
に
よ

り
、
経
済
的
に
困
窮
さ
れ
た
場
合
の
支
援
制

度
と
し
て
、
無
利
子
・
保
証
人
不
要
の
特
例

貸
付
「
緊
急
小
口
資
金
・
総
合
支
援
資
金
」

制
度
や
、
そ
れ
ら
の
特
例
貸
付
を
利
用
で
き

な
い
一
定
の
世
帯
に
対
し
て
は
、
そ
の
住
所

を
管
轄
す
る
地
方
局
に
お
い
て
、「
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
金
」
支
給
制
度
な
ど
の
制
度

を
設
け
て
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
に
お
い
て
は
、
国
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る

中
で
、
食
費
等
の
物
価
高
騰
等
の
実
情
を
踏

ま
え
た
支
援
の
観
点
か
ら
、「
住
民
税
非
課

税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
」
や

「
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
」
な
ど
の
給
付

金
の
支
給
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
方
税
に
お
け
る
減
免
制
度
と
し

て
、
大
規
模
な
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
収

入
が
減
少
し
た
方
を
支
援
す
る
た
め
、
世
帯

主
等
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
減
少
が

見
込
ま
れ
る
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
と
比
較

し
、
減
少
額
が
３
割
以
上
見
込
ま
れ
る
場
合

に
は
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ
た
減

免
割
合
で
減
額
、
ま
た
は
免
除
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
お
悩
み
は
、
一
人
一
人

が
異
な
る
も
の
で
、
国
・
県
等
の
支
援
策
も

含
め
、
必
要
な
支
援
が
で
き
る
窓
口
や
、
関

係
機
関
と
適
切
な
連
携
を
図
り
、
お
悩
み
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
解
決
に
向
け
た
支
援
に

努
め
て
い
き
た
い
。

◆
赤
　
松
　
　
俊
　
二
　
議
員

【
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
つ
い
て
】

問
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
。

答
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
企
業
誘
致
と
し
て

事
業
化
に
向
け
た
協
議
・
検
討
を
進
め
て
い

る
。
令
和
３
年
３
月
に
、
経
済
産
業
省
か
ら

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
）
の
認

定
を
受
け
た
後
、
令
和
３
年
９
月
に
、「
農

用
地
区
域
の
除
外
」
手
続
き
が
完
了
し
、
現

在
、
農
地
転
用
の
手
続
き
に
取
り
か
か
っ
て

お
り
、
計
画
と
し
て
は
遅
れ
気
味
で
は
あ
る

が
、
令
和
６
年
10
月
頃
の
稼
働
開
始
を
予
定

し
て
い
る
旨
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

問
町
が
行
う
側
面
的
支
援
と
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
支
援
な
の
か
。

答
燃
料
と
な
る
木
材
の
供
給
に
よ
る
森
林
整

備
の
推
進
の
観
点
か
ら
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
、
町
内
の
林
業
事
業
体
お
よ
び
木

材
原
木
市
場
を
対
象
と
し
て
、
令
和
２
年
度

か
ら
、
林
業
新
規
就
業
者
支
援
事
業
を
開
始

し
て
い
る
。
加
え
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
建
設
工
事
の
開
始
時
期
に
合
わ
せ
て
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
安
定
供
給
に
つ
な

が
る
林
業
機
械
等
の
整
備
に
対
す
る
補
助
事

業
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、
様
々
な
許
認
可
の
手
続
き
が
必
要
に
な

る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、
町
が
行
う
各
種

事
務
手
続
き
の
円
滑
な
処
理
等
に
よ
り
、
事

業
実
施
に
向
け
た
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
燃
料
と
な
る
原
料
の
安
定
的
な
供
給
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
か
。

答
燃
料
と
な
る
木
材
の
安
定
供
給
を
図
る
た

め
、
町
内
の
林
業
事
業
体
及
び
木
材
原
木
市

場
を
構
成
員
と
す
る
「
鬼
北
町
木
質
資
源
有

効
利
用
協
議
会
」
を
、
平
成
30
年
６
月
に
設

置
し
て
、
木
材
の
安
定
供
給
の
た
め
の
協
議

を
開
始
し
、
令
和
３
年
に
は
、「
鬼
北
町
木

質
資
源
有
効
利
用
協
議
会
」
の
構
成
員
と
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
者
と
の
間
で
、「
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
安
定
供
給
協
定
」
が
締

結
さ
れ
て
い
る
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
森
林
整
備
に
お
い

て
発
生
し
て
い
る
未
利
用
材
が
燃
料
と
し
て

の
価
値
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
活

用
・
運
搬
・
収
集
等
に
よ
る
燃
料
の
安
定
供

給
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
協
議
を
行
い
、

森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
が
十
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、
燃
料
と
な
る
木
材
の
供
給
に

伴
う
森
林
整
備
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

【
消
防
水
利
に
つ
い
て
】

問
町
内
に
防
火
水
槽
68
基
、
消
火
栓
７
１
４

基
（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）
設
置
さ
れ

て
い
る
。
防
火
水
槽
の
表
示
板
が
赤
さ
び
て

全
く
見
え
な
い
箇
所
や
、
消
火
栓
ホ
ー
ス
格

納
箱
を
示
す
標
示
が
は
が
れ
て
い
る
箇
所
が

多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
点
検
を
行
い
整
備
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
消
防
水
利
に
係
る
表
示
板
等
に
つ
い
て

は
、
経
年
劣
化
等
に
よ
る
損
傷
箇
所
が
見
受

け
ら
れ
る
状
況
が
あ
る
の
で
、
消
防
団
と
協

議
を
し
て
、
出
来
る
だ
け
早
く
、
町
内
に
設

置
し
て
あ
る
表
示
板
の
点
検
を
実
施
し
、
修

繕
等
の
対
応
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
防
火
水
利
の
位
置
情
報
は
、
ど
の
よ
う
に

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
に
周
知
共
有
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
町
内
に
お
け
る
防
火
水
槽
や
消
火
栓
な
ど

の
設
置
個
所
の
位
置
情
報
に
関
し
て
は
、
現

在
、
危
機
管
理
課
に
お
い
て
、
地
図
上
に
設

置
個
所
を
表
示
し
た
も
の
を
作
成
し
、
管
理
・
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把
握
し
て
い
る
。

　

消
防
団
の
団
員
へ
は
、
デ
ー
タ
や
地
図
等

に
よ
る
提
供
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ぞ

れ
地
元
の
団
員
が
、
夏
季
訓
練
・
防
火
デ
ー

等
の
訓
練
時
に
、
防
火
水
槽
や
消
火
栓
の
点

検
を
兼
ね
て
、
各
設
置
個
所
の
把
握
・
確
認

を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
へ
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
情
報
提
供
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
防

火
水
槽
や
消
火
栓
の
位
置
情
報
に
関
し
て

は
、
有
事
の
際
に
特
に
有
効
な
情
報
で
あ
る

の
で
、
今
後
、
積
極
的
に
情
報
提
供
を
行
い
、

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
防
火
水
槽
、
消
火
栓
に
つ
い
て
の
今
後
の

整
備
計
画
が
あ
る
の
か
。

答
防
火
水
槽
、
消
火
栓
の
新
設
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
地
元
が
整
備
し
、
町
が
補
助
金
に

よ
り
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
、
住
宅
や
福

祉
施
設
等
が
新
た
に
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
水

利
が
乏
し
い
個
所
に
つ
い
て
、
消
防
署
等
と

の
協
議
に
よ
り
、
町
の
全
額
負
担
で
毎
年
１

基
ず
つ
整
備
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
永
野
市

に
、
埋
設
式
の
消
火
栓
を
１
基
整
備
し
た
。

　

現
在
、
消
防
水
利
等
の
整
備
計
画
は
、
策

定
し
て
い
な
い
が
、
今
後
も
町
内
の
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
、
防
火
水
利
の
整
備
・
維
持

管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
用
に
つ
い
て
】

問
現
在
、
町
、
社
協
で
は
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

（
生
活
困
窮
者
に
提
供
す
る
食
料
品
の
寄
付

の
受
付
）
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
町
で
は
、
生
活
困
窮
者
の
方
々
へ
の
支
援

と
し
て
、
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

「
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
」
や
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
「
臨
時
特

別
給
付
金
」
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る

が
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
の
支
援
事
業
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
行
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
に
よ
る
支
援
事
業
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
未
使
用
食
品
の
橋
渡
し
と
し
て
、
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
食
料
を
、
必
要
と
さ
れ

る
団
体
や
、
個
人
の
皆
さ
ま
へ
配
布
す
る

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
団
体
と
連
携
し
て
、
社

会
福
祉
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

な
お
、
県
内
で
は
、「
生
活
協
同
組
合
コ
ー

プ
え
ひ
め
」
や
「
株
式
会
社
フ
ジ
」
な
ど
の

各
企
業
様
が
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
行
っ
て

お
り
、
町
内
に
お
い
て
は
、「
フ
ジ
広
見
店
」

が
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、

穀
類
、
サ
バ
缶
詰
な
ど
の
保
存
食
品
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
や
菓
子
類
な
ど
、
家
庭
な
ど

か
ら
お
持
ち
い
た
だ
い
た
食
品
を
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
活
動
団
体
を
通
じ
て
、
子
ど
も
食
堂

や
福
祉
団
体
へ
届
け
て
い
る
。

問
町
、
社
協
と
は
別
に
食
料
等
を
必
要
と

す
る
困
窮
家
庭
に
対
し
て
無
償
で
提
供
す
る

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を
展
開
し
て
い
る
事
業

者
は
あ
る
の
か
。
な
け
れ
ば
、
町
独
自
で
事

業
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

答
県
全
域
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｅ
ワ
ー

ク
愛
媛
が
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。
こ
の
団
体
は
、
平
成
24
年
か

ら
、
新
居
浜
市
を
出
発
点
と
し
て
、
宇
和
島

市
、
松
山
市
、
西
条
市
な
ど
に
、
フ
ー
ド
バ

ン
ク
拠
点
を
設
け
て
、
地
域
や
企
業
と
連
携

し
、
生
活
困
窮
者
の
方
々
へ
の
支
援
活
動
を

行
い
、
地
域
福
祉
に
貢
献
を
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
町
民
に
対
し
て
、
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
及
び
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
広
報

等
で
紹
介
し
、
認
知
度
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
県
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
そ
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｅ
ワ
ー
ク
愛
媛
な
ど
の
フ
ー
ド

バ
ン
ク
活
動
団
体
と
連
携
し
て
、
食
品
ロ
ス

の
削
減
や
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
活
性
化

に
よ
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
等

へ
の
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

◆
中
　
山
　
　
定
　
則
　
議
員

【
愛
媛
県
立
北
宇
和
高
校
存
続
に
つ
い
て
】

問
県
立
学
校
振
興
計
画
案
で
は
、
令
和
７
年

度
、
県
立
北
宇
和
高
校
は
三
間
分
校
を
統
合

し
、
令
和
９
年
度
か
ら
２
学
級
と
な
り
魅
力

化
推
進
校
に
な
る
前
期
計
画
が
示
さ
れ
、
魅

力
化
推
進
校
の
募
集
停
止
（
入
学
生
が
30
人

以
下
の
状
況
が
３
年
続
き
、
そ
の
後
も
増
え

る
見
込
み
が
な
い
場
合
は
、
募
集
停
止
を
行

う
。）
は
、
再
編
整
備
基
準
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。

　

県
立
北
宇
和
高
校
存
続
の
た
め
、
今
ま
で

以
上
の
入
学
生
増
の
支
援
が
必
要
に
な
る
と

思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し

て
い
く
考
え
か
。

答
県
立
高
等
学
校
の
再
編
計
画
が
７
月
に

示
さ
れ
た
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
危
機
感
を

も
っ
て
、
県
立
北
宇
和
高
校
存
続
の
た
め
の

施
策
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
町
で
は
、
北
宇
和
高
校
と
連
携
し
、

「
一
般
財
団
法
人 

地
域
・
教
育
魅
力
化
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
」
が
運
営
す
る
「
地
域
み
ら
い
留

学
」
に
加
入
し
、
全
国
募
集
に
よ
る
生
徒
数

確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
北
宇
和
高

校
教
育
寮
」
の
整
備
予
算
に
つ
い
て
、
今
回

の
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
５
月
に
開
講
し
た
「
公
営
塾
」

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
利

用
す
る
中
、
高
校
進
学
を
予
定
す
る
中
学
生

の
保
護
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
も
あ
り
、

今
後
も
、
生
徒
の
安
定
確
保
に
向
け
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
北
宇
和
高
校
と
連
携
し
、
高

校
魅
力
化
を
図
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。

問
後
期
計
画
の
方
向
性
と
し
て
、「
入
学
生

徒
数
の
減
少
が
継
続
す
る
場
合
は
、
地
区
内

で
の
統
合
等
に
よ
り
、
学
校
数
を
５
校
か
ら

４
校
に
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
」
と
あ
る
。

町
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
考
え
か
。

答
入
学
生
徒
数
の
減
少
が
続
く
高
校
に
つ
い

て
は
、
質
問
に
あ
る
検
討
が
行
わ
れ
る
の
で
、

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
町
と
し
て
は
、

１
点
目
の
質
問
で
お
答
え
し
た
施
策
に
取
り

組
み
、
県
立
北
宇
和
高
校
存
続
に
最
善
を
尽

く
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
鬼
北
町
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て
】

問
自
家
用
車
を
運
転
で
き
な
い
方
の
移
動
実

態
に
即
し
た
普
段
の
移
動
手
段
の
ニ
ー
ズ
把

握
は
出
来
た
の
か
。

答
今
回
の
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
全
地
区
を
対
象
と
し
た
調
査

は
行
わ
ず
、
前
回
の
公
共
交
通
網
形
成
計
画

の
策
定
以
後
に
お
い
て
、
路
線
バ
ス
の
運
行

休
止
に
よ
り
、
公
共
交
通
網
に
変
化
の
生
じ

た
日
吉
地
区
の
み
、
公
共
交
通
に
関
す
る
実

態
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

な
お
、
前
回
調
査
で
の
交
通
空
白
地
等
に

お
け
る
必
要
な
移
動
手
段
の
ニ
ー
ズ
と
し
て

は
、「
町
営
バ
ス
の
運
行
」、「
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

利
用
に
お
け
る
運
賃
補
助
」、「
地
域
に
よ
る

住
民
輸
送
の
構
築
」
な
ど
の
意
見
が
７
割
を

占
め
て
お
り
、
現
状
に
お
い
て
も
、
同
様
の

意
見
が
多
い
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
交
通
手
段
の
導

入
お
よ
び
効
果
検
証
を
行
っ
た
か
。

答
現
在
、
町
営
バ
ス
と
し
て
、
循
環
線
、
愛

治
線
、
屋
敷
線
を
運
行
し
て
お
り
、
そ
の
効

果
や
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
開
催
す

る
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
、
報
告
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
三
島
地
区
に
お
い
て
は
、
地
域

の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

地
域
住
民
輸
送
の
運
行
開
始
に
向
け
、
準
備

を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
民
間
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
利
用
に
お
け
る
運
賃
割
引
等
に
つ
い
て

も
、
新
た
な
支
援
策
を
検
討
す
る
よ
う
担
当

課
に
指
示
し
て
い
る
。

問
計
画
の
見
直
し
は
、
自
己
評
価
だ
け
で
な

く
、
町
内
の
団
体
等
か
ら
の
評
価
を
受
け
て

行
う
考
え
は
な
い
か
。

答
今
回
の
計
画
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
各
地

域
の
住
民
の
代
表
者
、
町
内
外
の
交
通
事
業

者
、
運
輸
局
、
愛
媛
県
な
ど
の
関
係
機
関
の

職
員
で
構
成
さ
れ
る
「
鬼
北
町
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
」
に
お
い
て
、
計
画
の
見

直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
協
議
会
の

求
め
に
応
じ
て
、
町
内
団
体
等
の
参
加
に
つ

い
て
も
、
検
討
し
て
き
た
い
。

【
鬼
北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
つ
い
て
】

問
鬼
北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
デ
ザ
イ
ン
や
設
計
は
、
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
利
用
が
簡

単
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
利
用
者
の
要

望
を
聴
取
し
た
う
え
で
行
う
考
え
は
な
い
か
。
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答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
中
の
公
開
を
予
定
し
、
現
在
、
改
修
業

者
の
公
募
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

利
便
性
に
配
慮
し
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ

た
内
容
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
議

員
の
ご
意
見
を
参
考
に
、
改
修
に
対
す
る
意

見
募
集
の
実
施
な
ど
、
改
修
過
程
に
お
い
て
、

広
範
囲
に
利
用
者
の
意
見
を
聴
取
し
、
参
考

と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
防
災
情
報
、
避
難
情
報
、
防
災
行
政
放
送
、

回
覧
の
内
容
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
掲
載
情
報

を
整
理
し
、
閲
覧
の
し
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
と

な
る
よ
う
考
え
て
い
る
。
質
問
の
件
に
つ
い

て
は
、
１
点
目
の
質
問
で
も
お
答
え
し
た
意

見
募
集
に
よ
る
意
見
等
も
参
考
に
、
各
担
当

課
と
の
協
議
に
よ
り
、
検
討
を
し
た
い
。

問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
公
共
施
設
の
予
約
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
を
計
画
し
て
い
る
か
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
、
施
設
予
約
管
理
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
導
入
等
の
計
画
は
な
い
の
で
、
今

回
の
改
修
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

施
設
予
約
に
つ
い
て
は
想
定
を
し
て
い
な
い
。

　

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
近
隣
市
町
で

も
導
入
さ
れ
て
い
る
「
自
動
会
話
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
機
能
の
追
加
を
考
え
て
い
る
が
、
改
修

業
者
に
お
け
る
企
画
提
案
の
中
で
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
る
新
た
な
機
能
等

の
提
案
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
採
用
し
て
い

き
た
い
。

◆
山
　
本
　
　
　
博
　
士
　
議
員

【
農
地
の
利
用
に
つ
い
て
】

問
農
地
を
利
用
し
て
、
太
陽
光
発
電
を
さ
れ

て
い
る
所
が
あ
り
、
農
地
者
利
用
者
が
地
元

の
方
な
ら
ば
、
境
界
外
の
管
理
も
行
き
届
く

が
、
町
外
の
方
な
ど
は
、
境
界
外
の
管
理
は

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

農
地
に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
を
許
可
さ
れ
る
基
準
は
ど
う
な
の
か
。

答
農
地
を
利
用
し
て
、
太
陽
光
発
電
を
す
る

場
合
、
農
地
転
用
許
可
が
必
要
と
な
る
。
農

地
転
用
許
可
を
受
け
る
た
め
に
は
、
鬼
北
町

農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
審
査
を
行
い
、

許
可
相
当
と
な
れ
ば
、
県
知
事
に
意
見
を
進

達
し
、
県
か
ら
許
可
が
下
り
た
の
ち
、
太
陽

光
発
電
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

鬼
北
町
農
業
委
員
会
の
審
査
段
階
で
は
、

農
地
の
区
分
と
転
用
目
的
、
資
力
及
び
信
用

が
あ
る
こ
と
、
申
請
に
係
る
用
途
に
遅
滞
な

く
供
す
る
こ
と
の
確
実
性
、
行
政
庁
の
免
許
、

許
可
、
認
可
等
の
処
分
の
見
込
み
、
計
画
面

積
の
妥
当
性
、
周
辺
の
農
地
等
に
係
る
営
農

条
件
へ
の
支
障
の
有
無
を
基
準
と
し
て
審
査

し
て
い
る
。

　

な
お
、
２
０
１
７
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
の
改
正

に
よ
り
、
太
陽
光
発
電
の
設
置
者
に
対
し
て
、

施
設
及
び
施
設
内
の
草
刈
り
等
を
含
む
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
が
、
太
陽

光
発
電
の
管
理
等
に
係
る
基
準
に
つ
い
て

は
、
農
地
法
と
は
別
の
法
律
に
よ
り
縛
り
が

か
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

【
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て
】

問
平
成
31
年
度
の
制
度
改
定
前
ま
で
は
、
農

家
に
と
っ
て
大
変
使
い
勝
手
の
良
い
事
業
で

あ
っ
た
が
、
改
定
後
に
お
い
て
は
、
上
限
額

２
０
０
万
円
の
要
件
を
超
え
何
年
も
か
か
る

工
事
に
関
し
て
は
、
長
寿
命
化
の
活
動
の
対

象
外
と
な
り
、
継
続
的
に
事
業
が
出
来
な
い

状
況
で
あ
る
。

　

平
成
31
年
度
改
定
前
に
出
来
な
い
も
の
か
。

答
多
面
的
機
能
払
交
付
金
の
仕
組
み
と
し
て

は
、「
農
地
維
持
支
払
交
付
金
」
と
「
資
源

向
上
支
払
交
付
金
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

上
限
額
２
０
０
万
円
の
要
件
が
あ
り
、
工
事

の
期
限
が
あ
る
も
の
は
、
資
源
向
上
支
払
い

交
付
金
の
「
施
設
の
長
寿
命
化
活
動
」
で
、

老
朽
化
が
進
む
農
地
周
り
の
農
業
用
用
排
水

路
、
農
道
な
ど
の
施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め

の
補
修
・
更
新
等
の
活
動
を
支
援
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
施
設
の
長
寿
命
化
活
動
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
、
交
付
金
の
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
執
行
の
観
点
か
ら
、
原

則
と
し
て
「
工
事
１
件
当
た
り
の
費
用
は

２
０
０
万
円
未
満
と
し
、
緊
急
性
、（
採
択

か
ら
３
年
目
ま
で
に
施
工
す
る
こ
と
）
が
条

件
と
し
て
、
国
が
制
度
を
変
更
し
た
も
の
で

あ
る
。
国
の
制
度
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
し

て
い
る
た
め
、
鬼
北
町
だ
け
が
、
改
定
前
の

制
度
に
戻
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

た
だ
し
、
２
０
０
万
円
を
超
え
る
工
事
を

実
施
し
た
い
場
合
は
、
改
め
て
活
動
計
画
書

と
長
寿
命
化
計
画
書
を
申
請
し
、
県
と
の
協

議
を
行
い
、
県
の
許
可
が
下
り
れ
ば
実
施
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
活
動
組
織

か
ら
そ
の
よ
う
な
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
町
と

し
て
も
、
計
画
作
成
の
支
援
を
行
い
た
い
。

【
燃
料
価
格
高
騰
に
よ
る
支
援
に
つ
い
て
】

問
燃
料
価
格
高
騰
に
よ
り
、
農
林
業
、
運
送

業
に
お
い
て
は
大
変
疲
弊
し
て
い
る
。
特
に

農
業
に
お
い
て
は
、
肥
料
、
農
薬
の
高
騰
、

米
の
値
段
の
急
落
な
ど
、
生
活
が
出
来
な
く

な
る
よ
う
な
、
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。

　

町
と
し
て
、
支
援
は
出
来
な
い
も
の
か
。

答
肥
料
や
飼
料
及
び
燃
料
な
ど
の
価
格
高
騰

に
よ
る
農
業
経
営
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、
生

産
者
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、
米
、
果
樹
、

野
菜
農
家
や
施
設
園
芸
な
ど
の
生
産
者
及
び

畜
産
農
家
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
今
回
の
補

正
予
算
に
、「
肥
料
価
格
等
高
騰
緊
急
対
策

事
業
費
補
助
金
」
を
計
上
し
て
い
る
。

　

内
容
は
、
米
生
産
者
で
、
10
ア
ー
ル
以
上

作
付
し
て
い
る
農
家
に
対
し
、
10
ア
ー
ル
当

た
り
４
千
円
、
総
額
で
２
，
２
０
０
万
円
を

補
助
す
る
ほ
か
、
野
菜
、
果
樹
の
生
産
者
で

販
売
額
が
15
万
円
以
上
の
農
家
に
は
、
肥
料

価
格
の
値
上
が
り
相
当
分
を
補
助
す
る
こ
と

と
し
て
、
事
業
費
５
２
０
万
円
、
施
設
園
芸

な
ど
の
生
産
者
で
、
販
売
額
が
15
万
円
以
上

の
生
産
者
に
は
、
燃
料
価
格
の
上
り
幅
相

当
分
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
、
事
業
費

２
８
０
万
円
、
ま
た
、
畜
産
農
家
に
つ
い
て

は
、
飼
料
の
価
格
値
上
が
り
相
当
分
の
３
分

の
１
以
内
の
補
助
を
す
る
こ
と
と
し
て
、
事

業
費
１
，
２
４
４
万
９
千
円
を
計
上
し
、
全

体
事
業
費
で
、
４
，
２
４
４
万
９
千
円
の
農

家
支
援
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

【
入
札
参
加
資
格
に
つ
い
て
】

問
電
気
設
備
工
事
、
機
械
整
備
工
事
に
関
し

て
、
鬼
北
町
の
業
者
が
参
加
出
来
な
か
っ
た

こ
と
に
、
大
変
残
念
な
思
い
で
い
る
。
Ａ
ラ

ン
ク
が
い
な
い
場
合
は
、
地
元
業
者
の
み
Ｂ

ラ
ン
ク
が
参
加
出
来
な
い
も
の
か
。

答
８
月
５
日
の
臨
時
議
会
で
議
決
い
た
だ
い

た
統
合
保
育
所
の
電
気
設
備
工
事
、
機
械
設

備
工
事
に
つ
い
て
は
、
１
回
目
の
入
札
公
告

で
は
、
町
内
業
者
が
等
級
に
か
か
わ
ら
ず
参

加
で
き
る
よ
う
に
、
入
札
参
加
資
格
を
２
者

に
よ
る
共
同
企
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
と
し
て
い
た

が
、
応
札
者
が
な
か
っ
た
た
め
、
や
む
な
く

２
回
目
の
公
告
で
は
、
単
体
企
業
で
の
入
札

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
工
事
は
、

予
定
価
格
が
５
千
万
円
を
超
え
て
お
り
、
Ｂ

等
級
の
業
者
で
は
参
加
で
き
な
い
案
件
と
な

り
、
町
内
に
Ａ
等
級
の
業
者
が
な
い
た
め
、

町
外
業
者
が
落
札
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

業
者
の
選
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
鬼
北
町

で
は
県
に
準
じ
て
、「
鬼
北
町
建
設
工
事
請

負
業
者
選
定
要
綱
」
で
定
め
て
お
り
、
電
気
・

管
工
事
に
つ
い
て
は
、
Ａ
等
級
は
全
部
の
工

事
、
Ｂ
等
級
は
５
千
万
円
未
満
、
Ｃ
等
級
は

３
千
万
円
未
満
、
Ｄ
等
級
は
１
千
万
円
未
満

の
設
計
工
費
の
工
事
に
参
加
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

鬼
北
町
に
お
い
て
は
、
業
者
数
が
限
ら
れ

て
お
り
、
工
事
の
規
模
に
よ
っ
て
、
そ
の
等

級
に
町
内
の
業
者
が
い
な
い
場
合
、
ま
た
は

少
な
い
場
合
は
、
や
む
を
得
ず
町
外
業
者
を

入
札
に
参
加
さ
せ
て
い
る
。
県
内
の
８
つ
の

町
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
鬼
北
町
と
同

様
に
、
県
に
準
じ
た
選
定
基
準
を
適
用
し
、

そ
の
等
級
に
町
内
業
者
が
い
な
い
場
合
等
に

は
、
町
外
業
者
を
入
札
に
参
加
さ
せ
て
お
り
、

下
位
の
等
級
の
業
者
を
参
加
さ
せ
る
と
い
う

扱
い
は
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
県
外
の
自
治
体
も
含

め
、
他
の
自
治
体
で
の
適
切
な
運
用
事
例
が

あ
れ
ば
、
そ
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

町
内
業
者
が
参
加
し
や
す
い
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
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【令和３年度 鬼北町財政状況の公表】 まちの財政を公表します
PICK UP

　決算の概要と財政状況についてお知らせします。令和３年度の決算については９月議会定例会で承認されました。
　前年度と比較して歳入は△3.68％、歳出△5.29％と減少しています。要因として、令和２年度特別定額給付金事
業の完了による減、また新型コロナウイルス感染症や世界情勢の影響により繰越事業が増加したことによるものです。
　歳入歳出差引額から翌年度繰越額を引いた実質収支は黒字でした。また、特別会計、企業会計も安定した事業運営
となっています。
　財政健全化の指標である実質公債費比率は前年度指標から0.2％増加していますが、財政状況は健全に運営されて
いるものと判断できます。

【一般会計】
歳　入　科　目 Ｒ３決算額（千円） Ｒ２決算額（千円） 増減率（％） 住民1人当たり（円） 1世帯当たり（円）

町 税 900,703 904,345 △ 0.40 93,405 184,381
地 方 譲 与 税 114,183 112,666 1.35 11,841 23,374
利 子 割 交 付 金 1,083 1,195 △ 9.37 112 222
配 当 割 交 付 金 4,912 3,131 56.88 509 1,006
株式等譲渡所得割交付金 6,120 4,223 44.92 635 1,253
法 人 事 業 税 交 付 金 9,093 2,890 214.64 943 1,861
地 方 消 費 税 交 付 金 232,377 216,416 7.38 24,098 47,569
環 境 性 能 割 交 付 金 5,102 4,665 9.37 529 1,044
地 方 特 例 交 付 金 12,329 6,414 92.22 1,279 2,524
地 方 交 付 税 4,071,360 3,609,562 12.79 422,209 833,441
交通安全対策特別交付金 1,169 1,120 4.38 121 239
分 担 金 及 び 負 担 金 45,263 41,467 9.15 4,694 9,266
使 用 料 及 び 手 数 料 133,180 132,071 0.84 13,811 27,263
国 庫 支 出 金 1,327,210 2,099,937 △ 36.80 137,635 271,691
県 支 出 金 727,522 702,034 3.63 75,446 148,930
財 産 収 入 32,135 25,234 27.35 3,333 6,578
寄 附 金 62,674 61,737 1.52 6,499 12,830
繰 入 金 79,651 99,148 △ 19.66 8,260 16,305
繰 越 金 224,581 145,801 54.03 23,290 45,974
諸 収 入 127,696 250,825 △ 49.09 13,242 26,140
町 債 968,448 1,009,423 △ 4.06 100,430 198,249
合 計 9,086,792 9,434,304 △ 3.68 942,320 1,860,142

歳　出　科　目 Ｒ３決算額（千円） Ｒ２決算額（千円） 増減率（％） 住民1人当たり（円） 1世帯当たり（円）
議 会 費 61,512 62,187 △ 1.08 6,379 12,592
総 務 費 1,948,238 1,885,489 3.33 202,037 398,820
民 生 費 2,045,544 2,753,262 △ 25.70 212,127 418,740
衛 生 費 808,675 761,716 6.16 83,861 165,542
農 林 水 産 業 費 711,423 686,761 3.59 73,776 145,634
商 工 費 210,460 255,521 △ 17.63 21,825 43,083
土 木 費 489,157 629,192 △ 22.26 50,727 100,135
消 防 費 67,302 98,898 △ 31.95 6,979 13,777
教 育 費 734,207 740,542 △ 0.86 76,139 150,298
災 害 復 旧 費 523,479 548,955 △ 4.64 54,286 107,161
公 債 費 942,724 787,202 19.76 97,762 192,983
合 計 8,722,112 9,209,722 △ 5.29 904,502 1,785,489

（Ｒ 4.3.31 現在　　人口　9,643人　　　世帯数　4,885世帯）

【特別会計】 単位：千円
会　　計　　名 歳　入 歳　出 差　引

用品調達特別会計 12,746 12,640 106
住宅新築資金等貸付事業特別会計 1,626 1,626 0
国民健康保険特別会計 1,177,873 1,168,467 9,406
国民健康保険診療所特別会計 151,823 145,875 5,948
農業集落排水事業特別会計 83,688 83,383 305
公共浄化槽等整備推進事業特別会計 61,978 61,948 30
介護保険特別会計 1,562,802 1,543,447 19,355
後期高齢者医療保険特別会計 178,896 173,786 5,110

（1）収入及び支出の概況、住民負担の状況
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水 道 事 業 会 計 総　収　益 総　費　用 差　　引 一般会計からの補助負担金
（ 収 益 的 収 支 ） 393,789 301,639 92,150 18,000
（ 資 本 的 収 支 ） 132,040 288,770 △ 156,730 80,000
病 院 事 業 会 計 総　収　益 総　費　用 差　　引 一般会計からの補助負担金
（ 収 益 的 収 支 ） 903,282 898,680 4,602 179,679
（ 資 本 的 収 支 ） 65,627 73,102 △ 7,474 4,656

収益的収支…企業の経営活動に経常的な収支のこと。収入はサービスの提供による料金などで、支出は施設を維持管理
するために必要な費用、人件費、減価償却費、企業債利息などです。

資本的収支…企業の建設改良事業に伴う収支で、収入は工事負担金や借入金である企業債などで、支出は施設を整備充
実させるために必要な工事費、人件費、企業債の元金償還金です。

単位：千円

（消費税及び地方消費税抜き）

（２）公営企業の経理の概況

【歳入】
地方消費税交付金（社会保障財源化分）

133,178 千円

【歳出】
社会保障４経費その他社会保障施策に
要する経費

1,515,134 千円

事業名 決算額
特定財源 一般財源

国・県支出金 地方債他 地方消費税
交付金 その他

社会福祉 634,953 361,330 44,750 30,935 197,938
社会保険 596,145 114,581 　 65,089 416,475
保健衛生 284,036 4,397 4,760 37,154 237,725
合　　計 1,515,134 480,308 49,510 133,178 852,138

　※事務費および人件費は、決算額から除外しています。

単位：千円

（３）社会保障４経費およびその他の社会保障施策

　令和３年度の消費税および地方消費税の引き上げ分の税収については、社会保障４経費 (年金・医療・介護・子育て )
や、その他の社会保障施策に要する経費に使用しました。

（４）鬼北町の財政状況は？

①借金はどれくらいある？

　一般会計における町の借金（公債費残高）は、令和３年度末で約８２億７千万円あります。これは、町民１人当
たりに換算すると、約８５万８千円（臨時財政対策債を除くと約５７万８千円）になります。借金のうち、国の代
わりの借金である臨時財政対策債残高の占める割合は、令和３年度末で32.6％と高くなっています。（臨時財政対
策債分の返済したお金は、全額地方交付税措置されるため、地方交付税の代わりとなるお金と言えます。）

公債費残高（一般会計） 単位：千円

区　　　　　　分 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度
令和3年度中

令和3年度
借入額 償還額

一般単独事業債 862,272 1,041,225 1,265,514 1,575,001 223,200 176,326 1,621,875
うち合併特例債 765,711 889,060 1,046,107 1,018,210 139,200 150,212 1,007,198
うち緊急防災・減災 44,100 120,606 154,757 485,999 57,800 13,771 530,028

公営住宅建設事業債 233,597 194,877 156,644 155,189 0 27,277 127,912
災害復旧事業債 73,412 107,548 129,748 183,741 66,500 10,920 239,321
過疎対策事業債 3,316,770 3,478,496 3,465,294 3,470,762 498,400 428,484 3,540,678
臨時財政対策債 3,081,581 3,029,546 2,918,460 2,796,074 175,448 271,244 2,700,278
その他 59,110 36,393 51,674 52,040 4,900 10,411 46,529
合　　　　　　計 7,626,742 7,888,085 7,987,334 8,232,807 968,448 924,662 8,276,593

公債費残高（特別会計・企業会計） 単位：千円
区　　　　　　　　分 令和元年度末現在高 令和２年度借入額 令和２年度償還額 令和２年度末現在高

住宅新築資金等貸付事業特別会計 329 0 329 0 
国民健康保険診療所特別会計 2,909 500 432 2,977 
農業集落排水事業特別会計 325,801 7,600 25,316 308,085 
公共浄化槽等整備推進事業特別会計 127,800 11,200 7,986 131,014 
水道事業会計 1,762,184 51,100 187,586 1,625,698 
病院事業会計 119,699 55,000 9,313 165,386 

合　　　　　　　　計 2,338,722 125,400 230,962 2,233,160
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②どうして借金するの？

ポイント☝
　借金（借入）する地方債の中には、後年度地方交付税で措置される有利な地方債があります。例えば、過疎対
策事業債や合併特例債などは、返済（償還）したお金の７割が地方交付税で措置されるものとなっていますので、
町の借金は実質3割ということになります。有利な地方債を活用することで将来負担の軽減を図っています。

ポイント☝
　令和２年度から５年度にかけて、広見中学校改築や統合保育所整
備、有害鳥獣処理施設など大きな事業を実施しており、いずれも「過
疎対策事業債」、「合併特例債」を活用・予定しています。左図のと
おり元利償還額に対して７割が地方交付税として措置されますが、
町の実質負担額については、将来負担に備えるため令和３年度か
ら「減債基金」への積立てを行い、計画的に財源の確保に努めて
いくこととしています。

　公共施設は建設した後、何十年も使っていくものとなりますので、建設したときの世代の人たちだけでこの費
用を負担することは不公平となります。建設した際に借金をして分割払いにすることで、将来の世代の人たちに
も公平に負担してもらうことができます。また、建物や道路、橋りょうなどの整備には多額の費用がかかります。
一括して支払ってしまうと、その年度に行う行政サービス（保育所や小中学校の運営、町道の管理やごみ収集など）
に支障をきたしてしまいますので、計画的に借金をすることで財政負担の平準化を図る機能も有しています。
　地方公共団体の借金は、「赤字補てん」のためではなく、基本的に大きな事業を実施するために借入しているも
のです。家計で言い換えますと、住宅ローンやマイカーローンのように、何年も使い続ける大きな買い物をする
ときに借入をしています。

　貯金（基金）の総額は、50 億 4,565 万 7 千円（対前年度比 5,196 万円増）となっています。令和３年度は「公
共施設等整備管理基金」や「減債基金」への積立て、また新型コロナウイルス感染症対策関連事業にかかる費用
に対して「財政調整基金」の取り崩しを行っています。今後も財政の安定化のため、適切な基金の取り崩しと、
目的に応じた積立てを行っていきます。

③貯金はどれくらいある？

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度
年度末現在高 7,626,742 7,888,085 7,987,334 8,232,807 8,276,593

6,000,000

7,000,000

8,000,000

9,000,000一般会計公債費残高の推移

過疎対策事業債と合併特例債償還表（イメージ）
（R2～ 5年度借入見込総額3,735,000 千円で試算。広見中学校改築、統合保育所整備、有害鳥獣処理施設整備事業など）

総計

こ
の
間
、
元
利
均
等

償
還
に
よ
り
同
額

こ
の
間
、
元
利
均
等

償
還
に
よ
り
同
額
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④財政状況は大丈夫？

ポイント☝
○財政調整基金 【年度末現在高19億 4,012 万 5千円】
　　地方公共団体における年度間の財源の不均衡を調整するための基金です。
○減債基金 【年度末現在高4,845万 8千円】（令和４年度末残高見込3億 3,515千万円）
　町債の償還及び適正な管理に必要な財源を確保し、将来にわたる財政の健全な運営に資するための基金です。
今後の償還額増加に備えるため積立てを行い、必要に応じて取り崩しを行っていきます。

○特定目的基金 【年度末現在高30億 5,707 万 4千円】
　条例で定めた特定の目的を実施するための基金です。例えば「公共施設等整備管理基金」は広見中学校改築
にかかる費用の財源として取り崩しを行っていきます。

　地方公共団体の財政状況を表す指標の一つとして、健全化判断比率及び資金不足比率があります。健全化判断
比率については、いずれも低いほど財政状況が健全であると言えます。

ポイント☝
①、②とも黒字であったため「数値なし」となっています。
③は、イエローカードと呼ばれる早期健全化基準25.0％と比較するとこれを下回っていますが、前年と比較すると
0.2％増加しています。

④は、将来負担額がマイナスとなったため「数値なし」となっています。

☜ポイント
　資金不足比率については、地方公営
企業法適用、非適用のいずれの会計も
資金不足は生じていません。

【健全化判断比率】 単位：％

項　　　目 説　　　明 Ｒ３年度 Ｒ２年度 早期健全
化基準

財政再生
基　　準

①実質赤字比率 普通会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合 ― ― 15.0 20.0

②連結実質赤字比率 全会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合 ― ― 20.0 30.0

③実質公債費比率 一般会計等が負担する借金返済額（企業会計、一部
事務組合を含む）が標準財政規模に占める割合 6.0 5.8 25.0 35.0

④将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき債務（企業会計、一部
事務組合、地方公社、三セクを含む）標準財政規模
に占める割合

― ― 350.0

【資金不足比率】
項　　　　目 Ｒ３年度 Ｒ２年度

水道事業会計 ― ―
病院事業会計 ― ―
農業集落排水事業特別会計 ― ―
公共浄化槽等整備推進事業特別会計 ― ―

 
 
 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度
年度末現在高 4,756,195 4,710,077 4,823,072 4,993,697 5,045,657
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まちのお知らせ

問 各保育所／町民生活課　福祉係　内線2118

お知らせ
info 令和５年度保育所・認定こども園入所申し込みの受付を行います

　令和５年度の保育所等入所のための認定申請及び入所申し込みの受付を行います。
産休・育休終了などで年度途中での入所を予定している方も申込みをしてください。
　なお、定員に余裕がない場合や必要書類がすべて提出されない場合は、希望する保育所等に入所
できないことがありますので、ご了承ください。

提出書類（現在入所中の児童も提出が必要です）
　①教育・保育給付認定申請書兼保育所入所申込書
　②保育の必要性を確認できる書類（「雇用（農業）証明書」や「母子手帳の写し」等）
　③児童健康状況票

受付期間
　11 月７日（月）～ 11 月 21 日（月）

書類の配布場所および受付場所
　町内の各保育所　または　町民生活課福祉係

保育所等入所基準
　　保護者が次のいずれかに該当することにより保育の必要性が認められる場合
　○就労（会社員・パート・自営業など。１カ月の就労時間が 64 時間以上）
　○妊娠、出産（出産月及び産前・産後各２カ月間）
　○保護者の疾病、心身に障害がある
　○同居または長期入院等している親族を常時介護・看護している
　○震災、風水害、火災その他の災害復旧にあたっている
　○求職活動中（上限は 90 日間とし、原則として期間の延長はできません）
　○就学
　○虐待又はＤＶのおそれがある
　○育児休業取得中に、すでに保育を利用している子どもがいて継続利用が必要である

保育時間
　保護者の就労時間や認定の事由などにより保育時間を決定しますが、実際にお預かりする時間
は、就労の実態に応じた必要な時間になります。
　・保育標準時間（最長 11 時間）　7：30 ～ 18：30
　・保育短時間（最長８時間）　　 8：00 ～ 16：00

その他
・保育所統廃合に伴い好藤・清水・小倉・みどり保育所は、令和５年度の新規入所児童の募集を
行いません。
・詳細は、鬼北町ホームページをご確認ください。

募集保育所・認定こども園

※「乳児受入」とは満６カ月になった翌月以降

施 設 種 別 保　育　所　名 所　　在　　地 電話番号 備　　　　　考

保 育 所 （仮）統合保育所 近永1418番地 1 ※乳児（０歳児）受入

認定こども園
さくら保育所 奈良4070番地 45-0438 ※乳児（０歳児）受入

小松保育所 延川38番地 1 48-0213 ※乳児（０歳児）受入
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Kihoku’s News

問 危機管理課　危機管理係　内線2423

お知らせ
info 愛媛県防災士養成講座の受講者を募集します

　防災士養成講座の受講者を募集しています。地域防災力向上のため、防災士としての必要な知識
や技能を学んでみませんか？詳細についてはお問い合わせください。

問 危機管理課　危機管理係　内線2421

お知らせ
info

日吉地区の皆様へ

鬼北町日吉地区防災訓練を実施します

　日吉地区防災訓練を次のとおり実施します。今回の訓練では、地震により孤立した地区で発生し
た傷病者を、愛媛県消防防災ヘリコプターによって救出する訓練を実施します。また、日吉農村広
場では、ヘリコプターの機体見学会も予定しております。

当日のスケジュール
　11 月４日 ( 金 )
　　◆13：20～　地震発生の訓練放送
　　◆13：50～　防災ヘリコプターによる救出訓練
　　　　　　　　（富母里ヘリポート）
　　　　　　　　（見学は、富母里地区の方のみ）
　　◆14：00～　日吉農村広場へ到着
　　◆14：15～　防災ヘリコプター機体展示
　　◆15：00　　終了
　※荒天等の場合は、中止します。

日時
１日目　１月 28 日（土）　９時～ 16 時 50 分
２日目　１月 29 日（日）　９時～ 17 時 40 分
　※２日間続けての受講が必要です。
対象者　町内に住所を有し、各地区自主防災組織の会長の推薦を受けた方
受講料等
　受講費については、鬼北町自主防災組織等連絡協議会が負担しますので、受講者本人の負担
は必要ありませんが、資格取得後に鬼北町防災士連絡協議会に加入していただくことが条件と
なります。
　なお、会場までの移動費等、受講費以外の費用は自己負担となります。
申込方法
　申込書を記入の上、鬼北町役場危機管理課へ提出してください。
　自主防災組織会長の推薦者としての記名押印が必要です。
　（申請書は、鬼北町ホームページからダウンロードできます。）
申込期限　11 月 30 日（水）17 時
受講上の注意事項
（１）レポートの提出

　申込書受付後に送付する教本により学習し、履修確認レポートを作成して講座初日の
受付時に提出する必要があります。

（２）試験
　講座最終日の資格試験に合格する必要があります。（出題数 30 問、３択式）

（３）救急救命実技講習の受講
　消防署等が主催する『普通救命講習』を受講する必要があります。
　既に修了証をお持ちの方は不要です。

Ehime21
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まちのお知らせ

表　彰
Topics

長生きは地域の誇り

鬼北町最高齢者表彰
　９月 20 日、特別養護老人ホームひろみ奈良の里で、
町内の最高齢者である山内益子さん＝奈良＝に、長寿
を祝して表彰状と記念品が贈られました。
　大正８年生まれの山内さんは、今年で満 103 歳。兵
頭町長からの「来年も来ます。元気で過ごしてくださ
い！」とのお祝いの言葉に、山内さんは笑顔で応えて
いました。

問 企画振興課　地域活力創出係　内線2211

お知らせ
info

鬼北町から始めませんか？

鬼北町にぎわい塾

　今、鬼北町の近永駅周辺では、コワーキングスペースや学習塾ができて、少しずつにぎわいが生
まれてきています。この歩みを続けるために近永駅周辺で、ゼロからスタートするきっかけを作る
セミナーを開催します。
　今回のセミナーの講師は、何もないところからスタートした人ばかりです。ある人は全くコネが
ないところに移住しました。ある人はたった一つのカバンしか持っていませんでした。ある人は普
通の主婦でした。
　こんなゼロからスタートした講師達と交流してみませんか？きっとあなたにとっても、素晴らし
い時間になると思います。セミナーへのご参加をお待ちしております。

　近永駅を中心とした鬼北町でにぎわいを創出してくれる人材
を発掘し、支援していくプロジェクトです。既にビジネスを展
開して、その事業を成長させたいと思っている人も対象です。
　今回は、鬼北町で頑張っている２名をゲストにお呼びし、パ
ネルディスカッションも開催予定！

開催場所
　コワーキングスペース・ワーケーション施設
　Warmth（ワームス）
対象の方
　近永を中心とした鬼北町で挑戦したい方（定員12名）
内　　容
　セミナー90分、パネルディスカッション30分
申込方法
　ＱＲコードからお申込みフォームに必要事項を
記入の上、送信いただくか、企画振興課までご連
絡ください。

11/2211/2/22211/22火
ゼロから起こす起業について

泉谷講師
国内外の映画・映像作
品の撮影誘致や支援を
行う「ジャパン・フィル
ムコミッション（JFC）」
理事長、「いよココロ
ザシ大学」理事長、「い
しづち編集学校」校長。

12/1612/1612/16 金
地域での効果的なWEB戦略
グルネウォルド講師
プロジェクトコーディ
ネーター・プランディン
グマネージャー。自らも
「0」から「年商1億円」
企業を作った、企業コ
ンサルタント。「プラ
ンディング戦略」・「情
報発信」が得意。

1/211/2/2111/21土
ハイエンド商品の開発までの道のり

齋藤講師
フリーのグラフィック
デザイナーだったが、
内子に移住し、ピクルス
やオイル漬けの専門店
GOOD MORNING 
FARMを開業した。
地元だけでなく、首都
圏にもファンが多い。
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Kihoku’s News

問 ねんりんピック推進室　ねんりんピック推進係　内線3600

入札日 工事名 場所 工事概要
落札業者

主管課
落札額（税抜）

9/20 （R4）町道神久保線道路改良工事 父野川中

施工延長 Ｌ＝ 191 ｍ
路側擁壁 Ｖ＝ 25㎥
路側ブロック Ａ＝ 255㎡
山留ブロック Ａ＝ 179㎡

日吉綜合建設㈱
建設課42,300,000

9/20 （R4）町道舗装補修工事 永野市ほか
3個所

施工個所 ４カ所
施工面積 Ａ＝ 1720㎡

宇和島道路舗装㈱ 建設課7,400,000

9/20 （R4）西野々地区配水管布設替工事 西野々 PEPφ 100　Ｌ＝ 830.9 ｍ
PEP φ 75　Ｌ＝ 108.0 ｍ

㈴松浦土建 水道課33,550,000

　全国健康福祉祭（通称：ねんりんピック）は、健康および福祉に関する積極的かつ総合的な普及
啓発活動の展開を通じ、高齢者を中心とする国民の健康の保持・増進、社会参加、生きがいの高揚
等を図り、ふれあいと活力のある長寿社会の形成に寄与することを目的として毎年開かれている行
事です。
　そして、このたび令和５年度に第35回大会が
愛媛県を開催地として行われることになりまし
た。当町では、スポーツ交流大会の「ペタンク競
技」を鬼北総合公園多目的広場で開催いたします。
　来月からも関連する情報を発信していきます
ので、ぜひご覧ください。

問 町民生活課　課税管理係　内線2122

納め忘れはありませんか？

11月と12月は「市町税・県税　一斉滞納整理強化期間」です
お知らせ
info

　11 月と 12 月の２カ月間、県内全市町・愛媛県・愛媛地方税滞納整理機構が一丸となって、滞納
整理の強化に取り組みます。
【税金を滞納すると…】
　納期限が過ぎているのに納付しない場合は、催促状や催告書を送付して、税の納付を促します。
それでも納付のない場合には財産調査を行い、悪質な滞納者に対しては、必要に応じて預貯金、生
命保険、給与、売掛金、国税還付金、不動産などの差し押さえを実施します。また、高額・悪質な
滞納者は、愛媛地方税滞納整理機構に徴収を移管します。
　町税等の納付について困っている人は、滞納となる前に必ず町民生活課までご相談ください。

問 総務財政課　管財係　内線2209

令和４年度９月の鬼北町工事入札結果お知らせ
info

鬼北町実行委員会より

ペタンク競技リハーサル大会開催のお知らせ
●日時　令和４年 11 月６日（日）
　　　　９時試合開始
●会場　鬼北総合公園多目的広場
本大会を想定して西日本各地からペタンク愛好
家の皆さんが参加します。ご来場のうえご声援
をお願いいたします。

【開催予定】
日　程 行事名 会　場

令和５年 10 月 28 日（土） 総合開会式 愛媛県総合運動公園陸上競技場
令和５年 10 月 28 日（土） ペタンク競技開始式 鬼北総合公園アリーナ
令和５年 10 月 29 日（日） ペタンク交流大会（１日目） 鬼北総合公園多目的広場
令和５年 10 月 30 日（月） ペタンク交流大会（２日目） 鬼北総合公園多目的広場
令和５年 10 月 31 日（火） 総合閉会式 愛媛県県民文化会館
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まちのアルバムまちのアルバム

　９月25日、農林業者トレーニングセンターで「日
吉地区別レクバレー大会」が開催されました。
　日吉公民館の分館対抗戦として、コロナ禍の間も
中止せずに行われてきたレクバレー大会。今年は全
５分館のうち、３分館４チームが参加し、熱戦を繰
り広げました。
　コロナ禍になる前のような規模での開催は、まだ
まだ難しい状況にある地域の行事。参加者たちは、
地域の人同士が寄り合って交流する大切さを思いな
がら、気持ちの良い汗を流していました。

スポーツ交流で、地域を元気に
◎日吉地区別レクバレー大会◎日吉地区別レクバレー大会

　９月21日、近永公民館前駐車場で「交通安全車両
パレード出発式」が行われ、宇和島警察署や鬼北交
番の署員、鬼北交通安全協会の会員などが参加しま
した。
　出発式終了後には、交通安全の旗を掲げた車両と
パトカーが町内を巡回し、交通事故防止を呼びかけ
ました。
　夕暮れの時間が早まるこれからの季節。歩行者は
「明るい服装・反射材・ライト」の活用を、運転者は「こ
まめに前照灯を切り替える」などして、交通事故防
止に努めましょう。

交通死亡事故ゼロの継続を目指して
◎秋の全国交通安全運動車両パレード出発式

　９月13日、日吉農林公社が間伐作業を行っている
畔屋の山林で、愛治・日吉小学校合同の「森林教室」
が行われました。
　教室では、日吉農林公社の職員が、チェーンソー
を使って立木を伐採・枝打ち・玉切りする様子や、
高性能機械を使った作業の様子を見学。その後、児
童たちはのこぎりを手にして、手作業での枝打ちを
体験し、林業の大変さを身を持って体感しました。
　50 ～ 60年間生きてきた大きな木を切り倒す迫力
に、現場では驚きの喚声が上がっていました。

林業の仕事、現場で学び深まる興味
◎愛治・日吉小学校 森林教室◎愛治・日吉小学校 森林教室

　９月７日、泉小学校の秋の恒例行事である「ぶど
う収穫祭」が行われました。
　今回で28年目となる、泉小学校の歴史あるぶどう
栽培。今年も鬼北農業指導班のサポートを受けなが
ら、剪定・摘房・摘粒・ジベレリン処理など、５・
６年生が中心となり一房一房丁寧にお世話を続けて
きました。
　児童たちは、甘い香りが広がるハウスの中で、た
わわに実った約180房のぶどうに目を輝かせながら、
大事そうに収穫していました。

秋の実りに感謝の気持ちを込めて
◎泉小学校ぶどう収穫祭
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Kihoku’s Tpicks

　10月９日、南海放送が制作したラジオドラマ「フ
ライングガール」を、朗読ミュージカルとして披露
する公演が、森の三角ぼうしで行われました。
　鬼北町出身で、日本初の女性飛行家となった兵頭
精。彼女が飛行免許を取得して、今年で100年を迎
えることをきっかけに製作されたラジオドラマは、
「2022年日本民間放送連盟賞」を受賞しています。
　朗読ミュージカルとして、感情豊かに表現された
兵頭精の物語に、訪れた人たちは情景を思い浮かべ
ながら、聞き入っていました。　

日本初の女性飛行家、兵頭精の偉業を描く

　10月３日、えひめ南予きずな博のイベント１つで
ある「なんよＢＢＱ“ＭＥＡＴ”ing」の視察で、中
村時広知事が森の三角ぼうしを訪れました。
　丸焼きにした鬼北町特産のキジのローストチキン
を、自ら食べやすい大きさに裂いて、キジのビック
バーガー作りに挑戦した中村知事。巨大なバーガー
を口いっぱいに頬張りながら、「旨い！高級感があ
る！」と絶賛していました。
　きずな博は、南予の食や暮らしをＰＲし、交流人
口の拡大を目指して、12月25日まで南予９市町で
様々なイベントが行われます。

南予の魅力、中村知事が自ら体感
◎なんよＢＢＱ“ＭＥＡＴ”ing 知事視察

　10月３日、愛媛ＦＣレディースの三木良美選手
（21番ＧＫ）と、佐藤結花選手（19番ＭＦ）が、兵
頭町長を表敬訪問しました。町長から「良いプレー
を見せてほしい！」と激励を受けた２人の選手は、
愛媛ＦＣレディースの「１市町１選手応援事業」で
鬼北町を担当しています。
　２人はこの日、鬼北町ＰＲ動画の撮影
のため、レンタサイクルのｅバイクを利
用して町内を巡り、フェザンフィレール
でキジ料理を堪能するなど、鬼北の食と
豊かな自然を満喫していました。　

スポーツの力で、市町を応援
◎愛媛ＦＣレディース 町長訪問◎愛媛ＦＣレディース 町長訪問

　10月１日、（公財）えひめ地域活力創造センター
主催の「地域づくり力講座」が、近永駅周辺で行わ
れました。
　町内外から参加した受講生ら約20人が、「近永駅
周辺賑わい創出プロジェクト」の取り組みについて
学んだ後、近永商店街やＪＲ近永駅舎などを現地視
察。コワーキングスペースWarmthが「どうすれば、
多世代の人が集う拠点になるか？」についてグルー
プで話し合い、「入りやすい雰囲気を作る」「何がで
きる施設かわかりやすくする」など、活発な議論の
中で様々な意見が出されました。

コワーキングスペースをどう利用するか？
◎地域づくり力講座

▲鬼北町
ＰＲ動画

ただし
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くらしのお知らせ

日
　
時

　
11
月
27
日
㈰

　
９
時
〜
12
時

　
13
時
〜
16
時
30
分

※

終
了
時
間
15
分
前
に
は
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

※

閉
庁
日
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ

　
ー
に
関
す
る
手
続
き
の
み
の
対

　
応
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
２
、

２
１
１
３

開
始
日
時

　
11
月
１
日
か
ら
順
次

持
参
物

●
本
人
確
認
書
類（
住
所
・
氏
名
・

　
生
年
月
日
が
わ
か
る
も
の
）

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申

　
請
書
（
紛
失
さ
れ
て
い
る
場
合

　
は
再
発
行
で
き
ま
す
が
、
時
間

　
を
要
し
ま
す
）

※

公
民
館
で
は
、
行
事
等
で
運
営

　
開
始
時
期
が
異
な
り
ま
す
の

　
で
、
必
ず
事
前
に
ご
連
絡
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

受
取
場
所

　
旧
広
見
地
区
：
鬼
北
町
役
場

　
旧
日
吉
地
区
：
日
吉
支
所

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
２
、

２
１
１
３

　
専
門
の
支
援
員
を
配
置
し
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

期
　
間

　
10
月
〜
２
月
末
ま
で

場
　
所

●
町
民
生
活
課

　（
毎
週
月
曜
日
・
金
曜
日
）

●
日
吉
支
所

　（
第
２
・
第
４
水
曜
日
）

※

祝
日
の
場
合
は
翌
日
。

受
付
時
間

　
８
時
30
分
〜
11
時
45
分

　
13
時
〜
16
時
45
分

問
い
合
わ
せ

▼
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
２
、

２
１
１
３

▼
日
吉
支
所
　
内
線
２
５
０
５

日
　
時

　
11
月
27
日
㈰

※

事
前
予
約
が
必
要

　
13
時
〜
16
時（
受
付
は
15
時
ま
で
）

場
　
所

　
近
永
公
民
館
　
１
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ

▼
企
画
振
興
課
地
域
活
力
創
出
係

　
内
線
２
２
１
８

▼
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
南
予
事
務
所

　
☎
０
８
９
３-

５
７-

６
７
０
５

　
県
で
は
、
え
ひ
め
の
食
べ
き
り

推
進
店
（
食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り

組
む
食
品
小
売
店
）
に
あ
る
ポ
ス

タ
ー
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

す
る
と
、
キ
ッ
チ
ン
グ
ッ
ズ
が
当

た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間

　
11
月
１
日
㈫
〜
12
月
25
日
㈰

問
い
合
わ
せ

▼
県
循
環
型
社
会
推
進
課

　
☎
０
８
９-

９
１
２-

２
３
５
６

▼
委
託
業
者
：
㈱
エ
ス
・
ピ
ー
・

　
シ
ー

　
☎
０
８
９-

９
４
５-

１
１
３
９

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と
す

る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と

と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

全
国
統
一
防
火
標
語

『
お
出
か
け
は

　
　
　
マ
ス
ク
戸
締
り

　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
用
心
』

実
施
期
間

　
11
月
９
日
㈬
〜
11
月
15
日
㈫

い
の
ち
を
守
る
４
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
し
な
い
、

　
さ
せ
な
い
。

○
ス
ト―

ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

　
い
も
の
を
置
か
な
い
。

○
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

　
ば
を
離
れ
な
い
。

○
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

　
し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

い
の
ち
を
守
る
６
つ
の
対
策

●
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全

　装
置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す

　
る
。

●
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的

　
に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交

　
換
す
る
。

●
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、

　
衣
類
及
び
カ―

テ
ン
は
、
防
炎

　品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　
め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、

　
使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法

　を
常
に
確
保
し
、備
え
て
お
く
。

●
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸

　
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ

　る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

問
い
合
わ
せ

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

　
消
防
本
部
　
予
防
課
　
予
防
係

　
☎
０
８
９
５-

２
２-

７
５
０
１

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応

件
数
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に

あ
り
、
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ

る
重
大
な
事
件
も
後
を
絶
た
な
い

な
ど
、
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
児
童
虐
待
は
、
地
域
全
体
で
取

り
組
む
こ
と
で
発
生
予
防
や
早
期

発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
子
ど
も

を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
、「
虐
待

か
も
し
れ
な
い
」
と
感
じ
た
ら
、

迷
わ
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
あ
な

た
の
１
本
の
電
話
で
救
わ
れ
る
子

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設

各
地
区
公
民
館
、マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

開
始
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
設
定
支
援

員
配
置
の
お
知
ら
せ

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
結
び
」会
場
開
設

食
べ
き
り
！

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

お
知
ら
せ

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
」で
す
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「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
に
お
け
る
電
話
相
談

開
設
の
お
知
ら
せ

国
際
成
人
力
調
査（
Ｐ
Ｉ
Ａ

Ａ
Ｃ
）を
実
施
し
ま
す

「
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
つ
ど
い
」

の
ご
案
内

Information

ど
も
が
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▼
町
民
生
活
課
福
祉
係

　
内
線
２
１
１
８

▼
児
童
相
談
所

　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル（
24
時
間
）

　
☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　※

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

　
な
が
り
ま
す
。

日
　
時

　
11
月
18
日
㈮
〜
11
月
24
日
㈭
　

　
８
時
30
分
〜
19
時

※

土
日
祝
日
は
10
時
〜
17
時

相
談
内
容

　
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
相
談
（
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
、
職
場
等
に
お
け
る

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
被
害
、
女
性
差
別
、
離

婚
問
題
等
の
家
庭
内
問
題
な
ど
）

※

予
約
不
要
、
無
料
、
秘
密
厳
守

相
談
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

相
談
担
当
者

　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

問
い
合
わ
せ

　
松
山
地
方
法
務
局

　
☎
０
８
９-

９
３
２-

０
８
８
８

　
宇
和
島
保
健
所
で
、
ひ
き
こ
も

り
に
悩
む
家
族
を
対
象
に
家
族
の

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

　
家
族
の
対
応
や
考
え
方
を
学
ん

だ
り
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
家
族

同
士
で
語
り
合
っ
た
り
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
事
前
に
電
話
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
12
月
16
日
㈮

　
14
時
〜
15
時
30
分

対
象
者

　
ひ
き
こ
も
り
の
本
人
が
18
歳
以

上
で
あ
る
方
の
ご
家
族
。（
ひ
き
こ

も
り
と
は
、
半
年
以
上
他
者
と
の
交

流
を
避
け
て
家
に
い
る
状
態
で
す
）

費
　
用

　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
宇
和
島
保
健
所
健
康
増
進
課

　
☎
０
８
９
５-
２
２-

５
２
１
１

　（
内
線
２
７
５
・
２
８
３
）

　
国
際
成
人
力
調
査
は
、
成
人
が

日
常
生
活
や
職
場
で
必
要
と
さ
れ

る
総
合
的
な
力
「
成
人
力
」
を
ど

の
程
度
持
っ
て
い
る
か
を
調
べ
る

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

が
進
め
る
国
際
比
較
調
査
で
す
。

主
催
者

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

　
文
部
科
学
省

　
国
立
教
育
政
策
研
究
所

実
施
期
間

　
令
和
４
年
９
月
〜
令
和
５
年
３
月

対
象
者

　
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
16
歳
以

上
65
歳
以
下
の
個
人

　（
対
象
者
に
選
ば
れ
た
方
に
は

９
月
中
旬
以
降
に
文
書
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。）

調
査
実
施
方
法

　
㈱
日
経
リ
サ
ー
チ
の
調
査
員
か

ら
連
絡
を
入
れ
た
上
で
、
調
査
実

施
の
日
時
を
調
整
し
ま
す
。
調
査

は
、
対
象
者
の
希
望
に
応
じ
て
在

宅
ま
た
は
近
所
の
会
場
で
調
査
員

と
１
対
１
で
実
施
し
ま
す
（
調
査

員
は
必
ず
身
分
証
を
提
示
し
ま

す
）。

問
い
合
わ
せ

　
国
立
教
育
研
究
所

　
☎
０
３-

６
７
３
３-

６
８
３
３

　https://w
w
w
.nier.go.jp

日
　
時

　
11
月
24
日
㈭
　
13
時
か
ら

場
　
所

　
松
山
市
南
堀
端
町
２-

３

　
リ
ジ
ェ
ー
ル
松
山
７
階

　
ゴ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル

留
意
事
項

　
公
告
日
が
11
月
１
日
の
た
め
、

各
機
関
への
お
問
い
合
わ
せ
は
、
11

月
１
日
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

等
の
影
響
に
よ
り
中
止
す
る
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
各
機
関
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

　
☎
０
８
９-

９
１
３-

５
８
０
０

　
高
松
国
税
局

　
特
別
整
理
第
一
部
門

　
☎
０
８
７-

８
３
１-

３
１
１
１

　
認
知
症
の
人
の
視
界
を
疑
似
体

験
で
き
る
Ｖ
Ｒ
や
見
守
り
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
、
車
い
す
用
階
段
な
ど
を

体
験
し
て
学
ぶ
『
体
験
型
介
護
研

修
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
ひ
と
り
か
ら
無
料
で
参
加
で

き
ま
す
。
10
名
以
上
の
団
体
受
講

の
場
合
、
貸
切
バ
ス
経
費
の
助
成

も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
県
民
、
県
内
団
体

事
前
予
約

　
必
要

場
　
所

　
県
在
宅
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

　（
松
山
市
末
町
甲
９-

１
）

問
い
合
わ
せ

　
県
在
宅
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
９-

９
１
４-

０
７
２
１

 

　

差
押
不
動
産
の
合
同
公
売
会

を
実
施
し
ま
す

「
愛
媛
県
在
宅
介
護
研
修
セ

ン
タ
ー
体
験
型
介
護
研
修
」

受
講
者
募
集

募
　
集

「人権・行政・心配ごと相談」
日時 11月18日（金）　10時～ 15時
場所 ◆鬼北町総合福祉センターひまわり
　　 ◆日吉保健センター
問人権…町民生活課戸籍住民係  内線2113
　行政…総務財政課行政係  内線2206
　心配…社会福祉協議会  ☎45-3709

愛媛県最低賃金

853円
お問い合わせは
　愛媛労働局賃金室または
　最寄りの労働基準監督署へ

１０月５日から

広報きほく　2022.1119



5・7・5に乗せて

か
み
な
り
は
お
お
き
な
は
な
び
み
た
い
だ
な

小
学
校
一
年
生

プ
ー
ル
行
き
水
冷
た
く
て
入
れ
な
い

小
学
校
四
年
生

冷
た
そ
う
ア
イ
ス
を
食
べ
る
ひ
え
ち
ゃ
っ
た

小
学
校
四
年
生

白
い
く
も
プ
カ
プ
カ
う
か
ぶ
わ
た
の
船

小
学
校
四
年
生

冷
た
い
な
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
と
か
き
氷

小
学
校
五
年
生

あ
つ
い
時
冷
た
い
ア
イ
ス
食
べ
た
い
な

小
学
校
五
年
生

雷
と
雨
が
残
し
た
空
の
虹

小
学
校
六
年
生

冷
た
い
と
感
じ
ら
れ
な
い
暑
い
夏中

学
校
一
年
生

冷
え
た
お
茶
氷
入
れ
た
ら
キ
ン
キ
ン
だ

中
学
校
一
年
生

不
意
に
出
た
我
の
寝
言
で
目
が
覚
め
る

高
校
一
年
生

寝
言
中
お
か
し
な
言
葉
言
っ
て
い
る高

校
二
年
生

こ
う
き
心
興
味
と
い
う
海
舟
浮
か
べ高

校
二
年
生

空
浮
か
ぶ
絨
毯
乗
っ
て
旅
に
出
る

高
校
三
年
生

竹
の
子
川
柳
会

満
天
の
星
に
カ
ー
テ
ン
開
け
て
寝
る菅

原
　
由
紀

お
は
よ
う
と
今
日
の
ド
ラ
マ
の
幕
が
開
く

兵
頭
チ
ヨ
カ

手
際
の
よ
さ
ほ
れ
ぼ
れ
と
す
る
仕
事
ぶ
り

水
野
す
み
こ

立
派
で
す
農
の
証
の
大
き
な
手

川
添
　
忠
昭

若
い
っ
て
い
い
な
身
軽
に
す
る
作
業山

本
　
　
節

身
体
の
調
子
い
い
ぞ
靴
下
立
っ
て
履
く

若
宮
　
賢
敬

身
の
上
話
苦
楽
を
越
え
た
友
の
笑
み木

村
　
貞
子

み
の
虫
は
孤
独
た
だ
た
だ
揺
れ
る
だ
け

大
崎
　
五
葉

昼
飯
の
時
間
に
な
っ
た
と
腹
の
虫

熊
本
　
忠
眞

虫
時
雨
唄
い
た
く
な
る
の
ど
自
慢

宇
都
宮
　
忍

腹
の
虫
治
ま
り
旨
い
酒
を
飲
む

中
城
　
英
雄

昔
の
写
真
整
理
で
き
ず
に
見
る
ば
か
り

兵
頭
　
好
子

農
村
の
行
事
欠
か
せ
ぬ
虫
送
り

宮
川
　
柳
酔

ひ
よ
し
川
柳
会

等
妙
寺
旧
境
内
の
発
掘
品
か
ら
わ
か
る
こ
と

　
九
月
三
〇
日（
金
）に
開
催
し
た
史
跡
等
妙
寺
旧
境
内
サ
ポ
ー
タ
ー

の
会
第
二
回
学
習
会
で
は
、
近
年
の
調
査
成
果
を
話
題
と
し
ま
し
た
。

等
妙
寺
旧
境
内
の
発
掘
調
査
で
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
出
土

し
て
い
ま
す
が
、多
く
は
食
生
活
で
使
う
道
具
や
容
器
で
す
。
例
え
ば
、

地
元
で
つ
く
ら
れ
た
土
器
の
皿
、
中
国
産
の
碗
・
皿
な
ど
食
器
。
山

芋
や
胡
麻
な
ど
食
物
を
す
り
つ
ぶ
し
た
り
調
理
に
使
う
備
前
焼
す
り

鉢
。
貯
蔵
容
器
や
コ
ン
テ
ナ
と
し
て
用
い
る
壺
・
甕
も
備
前
焼
で
す
。

　
寺
院
と
し
て
の
性
格
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
床
の
間
飾
り
に
用

い
ら
れ
た
中
国
舶
来
の
高

級
な
壺
や
瓶
も
出
土
し
て

い
ま
す
。
仏
具
の
ほ
か
、

天
目
茶
碗
な
ど
茶
道
具
類

も
寺
院
ら
し
さ
を
示
す
遺

物
と
い
え
ま
す
。

　
最
も
等
妙
寺
旧
境
内
を

特
徴
づ
け
る
遺
物
と
し
て

は
、
龍
文
貼
付
褐
釉
壺
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
龍
の
貼

り
付
け
文
様
が
施
さ
れ
た

中
国
南
部
産
と
さ
れ
る
壺

で
、
日
本
国
内
で
は
一
〇

例
ほ
ど
し
か
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
に
は
、
全
体
形
状
が
わ

か
る
レ
プ
リ
カ
を
製
作
・

展
示
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

と
こ

　
　
　
　
　
り
ゅ
う
も
ん
は
り
つ
け
か
つ
ゆ
う
つ
ぼ

【
第
４
回
】

▲龍の鱗の表現 ▲等妙寺旧境内出土の龍文貼付褐釉壺
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コラムの広場

ＡＬＴの鬼の里Ｄiary

きほくのまち人探訪

　アメリカ人にとって本当に特別なことの１
つは、ロードトリップです。私はいくつか
の理由でロードトリップが大好きです。一
番の理由は、運転が好きだからです。
　アメリカで運転すると、さまざまな州や
気候を通り抜けることができます。山、五
大湖、砂漠、大西洋、太平洋、大草原、
そして多くの国立公園を見ることができま
す。秋には美しい紅葉を見にドライブでき
ます。冬は暖かい砂漠から雪山までドライ
ブできます。私は車で何度もアメリカを横
断しましたが、大好きです。私もフロリダ
の故郷からカナダまで車で行きました！アメ
リカの好きなところは、ロードトリップがと

ても簡単なことです。
　アメリカのガソリンスタンドは24時間年中
無休。夜に閉店することはほとんどありま
せん。日本に来て、夜にガソリンが買えな
いことにとても驚きました。アメリカでは年
中無休で営業しており、いつでも州内をド
ライブできます。日本中をドライブしたい
のですが、田舎でガソリンを買うのが難し
いのが心配です。
　アメリカに行く機会があれば、ぜひロー
ドトリップに出かけてください。とてもオス
スメです！私のお気に入りは国立公園。と
ても美しいです。

　公営塾で講師をしている川井です。夏休
み期間中は生徒が少なく、塾も静かでした
が、夏休みが終わると生徒も増え、生徒
たちの楽しそうな声が聞こえてきます。会
話を聞いていると、意外と単純な話題だっ
たりして、「そんなに盛り上がるの！？」と
驚いたりもしますが、やはり箸が転がった
だけで笑うことができる年代は、非常に楽
しそうなのです。
　すごいなあ、と感心しつつも、ふと自分
のことを考えてみます。30 年近くも前のこ
とで、今となってはどんな話題だったのか
思い出すことができませんが、確実に言え
るのは、他愛もないことがとてつもなく楽
しかったのです。

　知識が増えるにしたがって、楽しさに理
由が必要になり、あらゆることを「〇〇だ
から楽しい」「〇〇だから楽しくない」と
分類していると、高校生の頃の、箸が転
がり笑いが起きたことを理解できなくなっ
たのかもしれません。高校生だからできる
もの、高校生にしかできないものがあり、
３年間というわずかな時間、そこには確か
な「楽しさ」があります。その積み重ねが
後の幸せにつながると言うのは、言い過ぎ
でしょうか。
　高校生たちに何を残すことができるの
か、そんなことを思いながら、塾へ通って
くる生徒たちが楽しめる企画を考えていま
す。

地域おこし協力隊活動日記

～Brian編～ 「I love road trips!!」

　町内の公民館などで「ヨガ教室」を主
催している久保田加代さん。以前は関西で
美容師の仕事をしていましたが、もしも震
災などの大きな災害が起きたときに、「自給
自足のできる田舎で生活したい」という思
いから、実家のある生田に帰ってきました。
　元々は体が硬く、美容師という仕事柄肩
こりに悩まされていた久保田さん。「健康の
ために何かしなければ」と思い始めたヨガ
で、肩こりが治ったことをきっかけに、ヨ
ガインストラクターの資格も取得しました。
関西から生田に戻った久保田さんに、「ヨ
ガのレッスンを愛治公民館でやってほしい」
という声がかかり、始めたヨガ教室。その
活動は口コミでどんどん広がり、今では松
野町や津島町でも教室を開くなど、忙しい
日 を々送っています。

　昼間は訪問美容のスタイルで仕事をする
中で、お客さんの家に出向いていろいろな
人と会い、おしゃべりをすること。夜はヨ
ガ教室で町内外に出向き、いろいろな地
域の人とおしゃべりをすることが、とても楽
しいと話す久保田さん。また、忙しい中で
も毎晩ヨガに取り組むことで、自分自身の
体もリセットされ、疲れを翌日に持ち越すこ
ともないそうです。
　今は自宅に、ヨガのスタジオを新しく整
備し、「エアリアルヨガ」の資格も取得する
など、新たな挑戦も始めています。「自分
も体が硬かったので、硬い人の悩みがわか
る」「シニア世代も若い世代も関係なく、
気軽にヨガに親しんでほしい」と笑顔で話
す久保田さんの取り組みは、地域の人の健
康増進に、一役買いそうです。

「ヨガで疲れをリセット、毎日を健康に」

「楽しいことを考え中です」
地域おこし協力隊1年目

川井　康悦
 かわい　　  こうえつ

久保田　加代さん
く　ぼ　た　　　か　よ

広報きほく　2022.1121



編
集
後
記

▼
泉
小
学
校
の「
ぶ
ど
う
収
穫
祭
」

に
初
め
て
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
た

わ
わ
に
実
っ
た
ぶ
ど
う
が
、
大
人

の
身
長
よ
り
も
低
い
位
置
ま
で
垂

れ
下
が
っ
た
ハ
ウ
ス
の
中
で
、
し

ゃ
が
み
込
ん
で
一
生
懸
命
に
写
真

を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
へ「
ど

う
ぞ
！
」
と
児
童
か
ら
お
裾
分
け

の
ぶ
ど
う
が
手
渡
さ
れ
、
疲
れ
も

吹
き
飛
ぶ
程
の
う
れ
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
（
輝
）

今

月

の

１

枚

実
り
の
秋
を
迎
え
、
農
作
物
を

狙
っ
て
畑
に
頻
繁
に
出
没
す
る

よ
う
に
な
っ
た
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
な
ど
の
野
生
動
物
た
ち
。有
害

鳥
獣
の
捕
獲
許
可
を
受
け
た
猟

友
会
の
方
が
、
わ
な
や
猟
銃
で
捕

獲
し
、役
場
に
持
ち
込
む
姿
を
よ

く
見
か
け
ま
す
。
捕
獲
す
れ
ば
報

償
金
が
出
た
り
、
捕
獲
し
た
鳥
獣

を
処
分
す
る「
減
容
化
施
設
」が
今

年
６
月
か
ら
稼
働
を
始
め
る
な

ど
、
鳥
獣
被
害
防
止
の
取
り
組
み

が
加
速
し
て
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
が
増
え
て
き
た
の

は
、
人
と
里
山
と
の
関
わ
り
方
が

変
わ
っ
た
こ
と
な
ど
、
人
間
社
会

の
変
化
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。人
も
獣
た
ち
も
、共
に
豊
か

に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会

に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　鬼北町においても８月から９月にか
けて、介護施設や児童施設を中心に大
規模な新型コロナウイルス感染症の集
団発生を認めました。幸い、大多数の患
者さんで重症化することはありません
でしたが、当院でも発熱外来対応等の
ために人的負荷、医療ひっ迫をきたし、
一部の検査入院や緊急性の少ない手術
の延期など、皆様にご不便をおかけす
ることとなりました。
　当院の４月から９月20日までの集計
では、抗原検査、ＰＣＲ検査合わせて延
べ669検査を行い、陽性は255件でした。
軽症の方がほとんどで、専用の抗ウイ
ルス薬を投与した症例は３件のみでし
た。
　10月からはオミクロン株対応のワク
チン接種も開始され、爆発的な患者発
生は抑制されていますが、気を許すこ
となく引き続き感染予防行動にご留意
ください。

北宇和病院
だより

　「生活支援体制整備事業」という言葉を聞いたことはありますか？これは、
高齢になって介護や支援が必要になっても、住み慣れた地域で安心した生活を
送ることができるよう、「生活支援コーディネーター」が地域の住民や各種団
体などと連携して「協議体」を結成し、地域でできることを考えていく住民主
体の支え合いの体制づくりのことです。
　今後、団塊の世代が75歳以上となる2025年から高齢者人口がピークに達す
る2040年に向け、高齢者のみの世帯や認知症高齢者が増加すると考えられて
います。それに伴い、高齢者が生活を送っていくうえでの要望も急増すると予
測されており、地域での支え合いが今まで以上に必要になります。
　地域の支え合い活動は、誰でも、いつからでも始めることができます。身近
な人や地域の仲間に、あなたの思いを伝えてみませんか？まずは、気軽に生活
支援コーディネーターへご相談ください。

健康ほくほく通信健康ほくほく通信健康ほくほく通信
問保健介護課　包括支援センター　内線3122

No.31 ～歳をとっても住み慣れた地域で、この家で暮らしたいお互いさまの心、ちょっとだけ地域を支える私の手～

新型コロナウイルス感染症の現状

●協議体とは？
　地域に支え合いの輪を広げていくために、地域住民同士で話し合う場で
す。
●生活支援コーディネーターとは？
地域に出向いて住民の声を聴き、困りごとや解決策を考えたり、関係す

る団体や企業とマッチングさせるなど、地域づくりを一緒に支える人のこ
とです。

高齢者が集ま
る喫茶店が閉
店してしまい、
集う場所がな
くなった…

商店街の八百
屋さんに空き
スペースがあ
るみたい

他に集まれる
場所がないか、
協議体で相談
してみよう

どうぞ活用し
てください！
あまった野菜
も安く売りま
すよ！

友達とのお茶会が続け
られて良かった！
お野菜も安く買える♪

（住民）

（住民）

（コーディネーター）

（八百屋さん）（協議体）

居場所づくりと生活支援
① ②

③ ④

⑤
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Happy Birthday

ー ー

岡
田
　
朱
莉
ち
ゃ
ん

♡

３
歳
奈
良

お
か
だ
　
　
　
し
ゅ
り

青
儀
　
柚
那
ち
ゃ
ん

♡

１
歳
吉
波

あ
お
ぎ   

ゆ
う
な

３歳以下のお子さんの写真を募集しています！

　「広報きほく」では毎月、お誕生日を迎える
お子さんの写真を募集しています
　対象となるご家庭には、あらかじめ企画振
興課より掲載依頼の文書を送付していますの
で、提出期限日までに郵送、メールまたは直接、
企画振興課 地域活力創出係まで提出をお願い
いたします。

　お子さんの誕生日に、ちょっとした記念を
作ってみませんか？皆さんのご協力をお願い
いたします。
※提出期限日は掲載予定の広報が発行される
月の上旬となります。(例：12月生まれの場合、
11月 24日発行・11月上旬締切り )
問 企画振興課　地域活力創出係　内線 2217

広報きほく　2022.1123
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No.137

失
敗
を
恐
れ
ず
、一
歩
踏
み
出
す
力
を

長
田

　誠
二
さ
ん

利
恵
さ
ん

　
　
　海
斗
く
ん

実
優
ち
ゃ
ん

　
　
　大
吾
く
ん

彩
花
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　

   

せ
い  

じ

　
　
　
り

　え

　
　
　
　
　
　か
い  

と

　
　
　
　み   

ゆ
う

　
　
　
　
　
　だ
い  

ご

　
　
　
　
は

な

　
近
永
の
長
田
さ
ん
ご
家
族
。
車
で
の
お
出
か
け

が
大
好
き
な
、
仲
良
し
家
族
で
す
。

　
宇
和
島
出
身
の
誠
二
さ
ん
と
、
日
吉
出
身
の
利

恵
さ
ん
ご
夫
婦
。
広
く
ゆ
っ
た
り
し
た
場
所
に
住

み
た
い
と
考
え
、
宇
和
島
と
日
吉
の
中
間
に
な
る

鬼
北
の
里
に
家
を
建
て
ま
し
た
。

　
長
男
の
海
斗
く
ん
は
、
高
校
３
年
生
。
大
人
し

い
け
ど
芯
の
あ
る
性
格
で
、
生
徒
会
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
希
望
す
る
大
学
へ
の
進
学
を
目

指
し
て
、
受
験
勉
強
に
奮
闘
中
で
す
。
中
学
３
年

生
の
長
女
の
実
優
ち
ゃ
ん
は
、
卓
球
で
県
総
体
に

出
場
す
る
な
ど
、
部
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
今
は
引
退
し
、
ス
マ
ホ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
誘
惑

と
戦
い
な
が
ら
、
高
校
受
験
に
向
け
た
勉
強
に
励

ん
で
い
ま
す
。
次
男
の
大
吾
く
ん
は
、小
学
１
年
生
。

ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
、
ス
ポ
少
の
「
鬼
北
ジ
ュ

ニ
ア
」
に
入
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
習
い
始
め
ま

し
た
。
取
材
の
と
き
も
、
や
ん
ち
ゃ
に
走
り
回
る

元
気
者
で
す
。
そ
ん
な
大
吾
く
ん
を
い
つ
も
追
い

か
け
て
走
る
、
次
女
の
彩
花
ち
ゃ
ん
は
黄
組
さ
ん
。

末
っ
子
で
優
し
い
性
格
で
す
が
、
お
て
ん
ば
な
一

面
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
歳
が
離
れ
て
い
る
４
人
兄
弟
で
す
が
、
海
斗
く

ん
・
実
優
ち
ゃ
ん
は
面
倒
見
が
良
く
、
大
吾
く
ん
・

彩
花
ち
ゃ
ん
と
よ
く
遊
ん
だ
り
心
配
し
た
り
し
て

く
れ
ま
す
。
兄
弟
４
人
が
憎
み
合
っ
た
り
ケ
ン
カ

し
た
り
が
無
い
の
で
、
両
親
も
安
心
し
て
い
ら
れ

ま
す
。

　
宇
和
島
で
介
護
施
設
の
代
表
を
務
め
る
誠
二
さ

ん
と
、
同
じ
職
場
で
働
く
利
恵
さ
ん
。
現
在
、
松

山
に
も
新
し
い
施
設
を
建
設
中
で
、
今
後
は
〝
南

予
の
人
の
良
さ
〞
を
売
り
に
事
業
を
拡
大
し
て
い

く
こ
と
を
目
標
に
頑
張
り
た
い
と
話
し
ま
す
。
４

人
の
兄
弟
も
今
後
、
受
験
・
進
学
・
就
職
な
ど
、

人
生
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
る
中
で
、「
失
敗
を
恐

れ
ず
、
何
に
で
も
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」「
成
功
も

失
敗
も
経
験
し
て
、
一
歩
踏
み
出
す
力
を
養
っ
て

ほ
し
い
」と
話
す
誠
二
さ
ん
。
家
族
が
一
丸
と
な
っ

て
、
未
来
に
向
か
っ
て
力
強
く
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

　
次
回
は
、
奥
さ
ん
が
誠
二
さ
ん
妹
さ
ん
の
、
豊

嶋
宏
志
さ
ん
ご
家
族
で
す
。

食生活改善推進協議会　健康づくり応援レシピ ―食生活改善推進協議会 好藤支部―

棒寒天
塩

・・・・・・・・1本
・・・・・・小さじ1/2

出汁
卵
・・・・・・400ml
・・・・・・・・・・・１個

砂糖・・・・・・・・・80g

❶＜下準備＞かつお節で出汁をとる。
❷寒天は洗い、絞って小さくちぎってボウルに入れ、水に漬けて柔らかくする。
❸寒天と出汁を鍋に入れ、弱火にかける。混ぜながら寒天を煮溶かす。寒天が
完全に溶けたら、砂糖・塩を加える。

❹卵を溶いて❸に流し込み、火を止め、型に流し固める。
❺食べやすい大きさに切って、盛り付ける。

エネルギー：98 　たんぱく質：1.9g　
脂質：1.3g　炭水化物：19.9g　食塩相当量：0.9g

鬼北町食生活改善推進協議会　会員募集中！
問 保健介護課　保健係　内線3116

盛り込み料理の色合わせに使われる卵かん。お祭りや地域の行事ごとの際に食べられる、鬼北のふるさとの味です。
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